
三　農　同　窓　会　報（1）　第57号 令和７年３月１日

発　　行　　所

十和田市大字相坂字高清水78-92

0176 (23) 5341

青森県立三本木農業恵拓高等学校

同窓会事務局

三　農　同　窓　会　報第57号 令和７年３月１日　（4）

〒039-2203 青森県上北郡おいらせ町一川目3丁目340
TEL：0178-52-6509（店舗）　FAX：0178-52-6525

加盟店
会員番号：02-017号

一般社団法人　　　　 Ⓡ

日本種苗協会

取締役会長　吉  田      譲
(昭和42年度 畜産科卒)

〒034-0001十和田市大字三本木字里ノ沢41 TEL.0176-51-4020  FAX.0176-51-5390
　　　　　　　　　　　営業時間：９：００～１８：００　定休日：毎月第２水曜日

ファーマーズ・マーケット

〒034-0081　青森県十和田市西十三番町4-28
TEL. 0176-23-0311　　FAX. 0176-24-1829

代表理事組合長

畠　山　　一　男
　　　　　 （昭和４8年度　畜産科卒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか役職員一同

〒033-0051 三沢市古間木二丁目181-13
TEL.0176-58-5354　FAX.0176-51-0339

〒033-0022 三沢市三沢字園沢219-427
TEL・FAX 0176-54-2507

支部長　　宮 古 健 一
（昭和45年度 畜産科卒）

三農同窓会 三沢支部（昭和34年度 農業土木科卒）
取締役会長　杉　村　陽太郎

自 然 と の 共 生 を 図 る

〒039-0201　　　　　　　　　　　　　　

青森県三戸郡田子町大字田子字七日市44番地

ＴＥＬ（0179）32ｰ2510

ＦＡＸ（0179）32ｰ4128

E-mail : Kamabuti@hi-net.ne.jp

壽

〒034-0052
青森県十和田市大字藤島字小山35-1　電話 0176-28-3148

代表取締役
（平成12年度 農業機械科卒）

谷　島　明　裕

ナチュラルファーム農業生産法人
有 限 会 社

お届けします、安心野菜。

代表取締役　山　本　政　義
（昭和50年度 園芸科卒）

〒039-2189 青森県上北郡おいらせ町青葉3丁目50-1641
TEL  0176-50-1850　FAX  0176-50-1855

Eメール  natural-f@k4.dion.ne.jp青森支店・八戸支店・盛岡支店・仙台支店・郡山支店・秋田営業所

本　　社　〒034-0001　青森県十和田市大字三本木字千歳森 357-1
　　　　　　　　　　　TEL 0176-23-4211  FAX 0176-23-4939
　　　　　　　　　　　https://www.marui-jk.co.jp

の
水
耕
栽
培
を
行
っ
て

い
る
会
社
へ
訪
問
し
、

ス
マ
ー
ト
農
業
や
農
業

経
営
に
必
要
な
知
識
と

信
条
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

有
機
栽
培
に
つ
い
て

は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
大
規

模
農
園
を
訪
れ
た
。
ほ

　

県
農
林
水
産
部
構
造

政
策
課
が
主
催
の
「
あ

お
も
り
農
業
グ
ロ
ー
バ

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
応

募
し
、
企
画
競
技
会
の

審
査
を
経
て
採
択
さ

れ
、生
徒
３
名
が
10
月
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
周
辺
に
５
泊
７

日
の
日
程
で
海
外
の
最

先
端
農
業
施
設
を
視
察

し
た
。
参
加
生
徒
は
、

植
物
科
学
科
２
年
の
本

間
紅
葉
さ
ん
、
佐
々
木

佳
乃
さ
ん
、
三
浦
陽
栞

さ
ん
の
３
名
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
で

は
、
ト
マ
ト
と
イ
チ
ゴ

場
で
は
数
十
種
類
を
作

付
け
、
リ
ス
ク
分
散
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

休
耕
地
の
設
定
や
た
い

肥
の
活
用
な
ど
、
自
然

と
調
和
し
た
農
業
を
実

践
し
て
お
り
、
持
続
可

能
な
農
業
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

　

ま
た
メ
ー
ル
花
市
場

を
訪
問
し
た
。
本
市
場

は
オ
ラ
ン
ダ
最
大
の
花

市
場
で
あ
る
。
搬
入
、

運
搬
、
搬
出
は
す
べ
て

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を

最
小
限
に
す
る
と
と
も

に
迅
速
な
流
通
に
つ
い

て
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

他
に
も
、
農
業
部
門

世
界
第
１
位
大
学
の
視

察
や
消
費
者
へ
自
然
農

法
や
流
通
を
指
導
す
る

会
社
な
ど
を
訪
問
し
た
。

ん
、
水
尻
秀
華
さ
ん
が

参
加
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
農
」や「
食
」を
学
ぶ
全

国
46
校
の
農
業
高
校
生

が
大
切
に
育
て
た
農
作

物
や
加
工
品
な
ど
を
自

ら
販
売
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
植
物
科

学
科
で
栽
培
・
管
理
さ

れ
て
い
る
白
米
「
ま
っ

し
ぐ
ら
（
２
合
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
入
り
）」。
食

品
科
学
科
か
ら
は
、
本

校
生
産
の
リ
ン
ゴ
各
品

種
で
製
造
さ
れ
た
リ
ン

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
と
米
み
そ

を
準
備
し
出
品
し
た
。

白
米
の
価
格
高
騰
が
世

間
を
賑
わ
せ
て
い
た
時

　

「
２
０
２
４
年
全
国

農
業
高
校
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
収
穫
祭
」
が
、

令
和
６
年
11
月
３
日
と

４
日
の
２
日
間
、
東
京

駅
に
隣
接
す
る
大
丸
東

京
店
お
よ
び
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｍ

Ａ
Ｒ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で

開
催
さ
れ
、
２
年
連
続

参
加
と
な
る
本
校
か
ら

は
、
食
品
科
学
科
２
年

生
の
西
野
み
い
な
さ

校
田
植
え
、
普
通
科
の

探
求
活
動
、
農
業
ク
ラ

ブ
県
大
会
の
実
施
、
海

外
研
修
な
ど
に
お
い
て

も
、
多
く
の
生
徒
た
ち

が
主
体
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
成
長
し
、
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
へ

と
育
っ
て
い
く
姿
に
大

き
な
希
望
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
生
徒
た

ち
が
部
活
動
、
農
業
ク

ラ
ブ
活
動
、
探
求
活
動
、

生
徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
資
格
取

得
な
ど
、
多
彩
な
取
り

組
み
に
挑
戦
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
努
力
が

評
価
さ
れ
る
機
会
も
多

く
、
表
彰
を
受
け
る
生

徒
が
数
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

生
徒
た
ち
の
可
能
性
を

ら
に
、
秋
の
新
人
戦
で

は
相
撲
部
が
県
大
会
優

勝
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

が
東
北
大
会
優
勝
、
ラ

グ
ビ
ー
部
が
花
園
全
国

大
会
県
予
選
で
準
優
勝

す
る
な
ど
、
目
覚
ま
し

い
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

他
に
も
県
ベ
ス
ト
８
に

入
る
部
活
動
や
吹
奏
楽

部
の
県
コ
ン
テ
ス
ト
金

賞
受
賞
な
ど
も
あ
り
、

各
部
活
動
が
日
々
の
練

習
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
は
非
常
に

頼
も
し
く
、
来
年
度
の

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
本
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
農

業
ク
ラ
ブ
青
森
県
大
会

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
や
意
見
発
表
、
平

板
測
量
競
技
、
家
畜
審

査
競
技
な
ど
計
６
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

８
月
に
秋
田
県
で
開
催

さ
れ
た
東
北
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
と
し
て
行
わ
れ

た
野
菜
苗
の
販
売
や
全

校
で
培
っ
た
経
験
と
知

識
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
み
始
め
て
お
り
、

私
た
ち
教
職
員
一
同
も

誇
ら
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

新
し
い
学
校
と
し
て
の

基
盤
も
整
い
、
生
徒
た

ち
が
多
方
面
で
力
を
発

揮
し
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
生
徒
た
ち

は
学
業
や
部
活
動
、
特

別
活
動
に
お
い
て
日
々

精
進
し
、
多
く
の
成
果

を
収
め
て
い
ま
す
。
部

活
動
で
は
、
高
校
総
体

に
お
い
て
相
撲
部
、
馬

術
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
が
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ

カ
ー
部
と
ラ
グ
ビ
ー
部

も
第
３
位
と
い
う
成
績

を
収
め
、
東
北
大
会
に

出
場
し
て
い
ま
す
。
さ

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
令
和

３
年
度
に
十
和
田
西
高

校
お
よ
び
六
戸
高
校
と

の
統
合
を
経
て
、
新
た

な
歩
み
を
始
め
て
か
ら

４
年
が
経
と
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
３
月

に
は
三
本
木
農
業
恵
拓

高
校
と
し
て
初
め
て
の

卒
業
生
を
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
卒
業
生
た
ち
は
、
本

２　特別会計

周年事業積立金 単位：円

項　　目

合　　計

令和５年度までの累計
令和６年度積立金
雑収入 預金利息

3,850,934
500,000

66
4,351,000

金　　額 備　　考

項　　目

支出の部 単位：円

１　一般会計

収　支 単位：円

収入の部 単位：円

自 令和  6年  4月  1日
至 令和  7年  3月31日

※各項目の流用を認める。

200,000
60,000
70,000
10,000
60,000

320,000
550,000
210,000

1,820,000
100,000
210,000
500,000
39,000

3,949,000

224,000
60,000
70,000
10,000
84,000

320,000
580,000
240,000

1,966,000
100,000
242,000
500,000
53,000

4,225,000

24,000
0
0
0

24,000
0

30,000
30,000

146,000
0

32,000
0

14,000
276,000

4,225,000 4,225,000 0
収入額 支出額 残　額

請求用紙、卒業ｱﾙﾊﾞﾑ他
各支部案内発送切手代他
会長名刺印刷代
会計係員手当
総会会場費他
各支部総会旅費他
各支部総会お祝他
同窓会報印刷・発送代他
香典、生花他
入会記念品1,100円×200人

５年度予算額 ６年度予算額 増減（△） 備　　考

項　　目

合　　計

合　　計

1,500,159

1,898,000

310,000
240,000

841
3,949,000

1,667,109

1,907,000

310,000
340,000

891
4,225,000

166,950

9,000

0
100,000

50
276,000

1・2学年@3,000円×369人
  3学年@4,000円×200人
支部からの本部運営協力金
同窓会報協賛広告料
預金利息

５年度予算額 ６年度予算額 増減（△） 備　　考

令和６年度　収支予算

繰 越 金

会 費

負 担 金
協 賛 広 告 料
雑 収 入

1 事 務 費
　イ 事務用品
　ロ 通 信 費
　ハ 印 刷 費
　ニ 報 償 費
2 会 議 費
3 旅　　　費
4 交 際 費
5 事 業 費
6 慶 弔 費
7 記 念 品 費
8 周年事業積立金
9 予 備 費

２　特別会計（周年事業積立金）

収　支 単位：円

収入の部 単位：円

3,850,934 0 3,850,934
収入額 支出額 残　額

項　　目

合　　計

令和４年度までの累計
令和５年度積立金
雑収入

3,350,848
500,000

152
3,851,000

3,350,848
500,000

86
3,850,934

0
0

△ 66
△ 66

預金利息

５年度予算額 ５年度決算額 増減（△） 備　　考

項　　目

支出の部 単位：円

１　一般会計

収　支 単位：円

収入の部

自 令和  5年  4月  1日
至 令和  6年  3月31日

単位：円

※各項目の流用を認める。

200,000
60,000
70,000
10,000
60,000

320,000
550,000
210,000

1,820,000
100,000
210,000
500,000
39,000

3,949,000

117,193
31,967
19,726
5,500

60,000
1,800

251,490
130,500

1,204,708
0

198,380
500,000

0
2,404,071

82,807
28,033
50,274
4,500

0
318,200
298,510
79,500

615,292
100,000
11,620

0
39,000

1,544,929

4,071,180 2,404,071 1,667,109
収入額 支出額 残　額

卒業アルバム他
各支部案内発送切手代他
名刺代
会計手当
役員会お茶代
本部役員会旅費他
各支部総会お祝、歓迎会等お祝
本部総会、会報印刷、発送料他

入会記念品
周年事業積立金へ

５年度予算額 ５年度決算額 残超（△） 備　　考

項　　目

合　　計

合　　計

1,500,159
1,898,000

310,000
240,000

841
3,949,000

1,500,159
1,901,000

240,000
430,000

21
4,071,180

0
3,000

△ 70,000
190,000
△ 820

122,180

支部からの本部運営協力金
同窓会報協賛金
預金利息他

５年度予算額 ５年度決算額 増減（△） 備　　考

令和５年度　収支決算報告

繰 越 金
会 費
負 担 金
協 賛 広 告 料
雑 収 入

1 事 務 費
　イ 事務用品
　ロ 通 信 費
　ハ 印 刷 費
　ニ 報 償 費
2 会 議 費
3 旅　　　費
4 交 際 費
5 事 業 費
6 慶 弔 費
7 記 念 品 費
8 周年事業積立金
9 予 備 費

東
京
支
部

　

９
月
１
日（
日
）ホ
テ

ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第

50
回
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
事
業
報
告
・
会
計

報
告
が
報
告
さ
れ
た
。

馬
場
支
部
長
よ
り

F
ou

n
d
er

（
創
設
者
）

称
号
新
設
と
授
与
に
つ

い
て
の
議
案
が
出
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
同
窓

会
50
年
の
歩
み
と
題
し

て
松
橋
事
務
局
長
よ
り

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
っ
た
。
総
会
終
了

む
つ
・
下
北
支
部

　

６
月
21
日（
金
）む
つ

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
て

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
事
業
報
告
、
収
支

決
算
の
報
告
、
事
業
計

画
案
、
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
提

案
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
参
加
者
が
高

校
時
代
の
思
い
出
な
ど

に
華
を
咲
か
せ
た
。

三
農
同
窓
会

　
支
部
総
会
報
告

し
、
澤
谷
議
長
は
解
任

さ
れ
た
。
松
山
副
同
窓

会
長
の
閉
会
宣
言
で
総

会
は
滞
り
な
く
終
了
し

た
。

　

引
き
続
き
16
時
か
ら

懇
親
会
と
同
期
会
が
開

催
さ
れ
た
。
同
期
会
は

昭
和
47
・
57
年
度
、
平

成
４
年
度
卒
業
生
が
参

加
し
、
同
級
生
や
学
級

担
任
と
の
久
々
の
再
会

に
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
た
。参
加
者
に
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り

（
２
合
）の
三
農
米
ま
っ

し
ぐ
ら
と
、「
三
農
魂
」

ロ
ゴ
入
り
タ
オ
ル
が
配

ら
れ
た
。

　

令
和
５
年
度
三
農
同

窓
会
報
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
よ
り
、
昨
年
度

の
協
賛
広
告
32
社
43
枠

の
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
対
す
る
感
謝
が

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活

動
制
限
が
大
幅
に
緩
和

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

本
会
報
も
昨
年
に
引
き

続
き
４
面
で
の
発
行
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

本
部
運
営
協
力
金
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
協

力
の
お
礼
と
、
引
き
続

き
本
部
へ
の
協
力
の
依

頼
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
支
部
組
織

運
営
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
に
住
所
等
の
デ
ー

タ
を
利
用
規
則
に
則
り

譲
渡
し
て
い
く
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。

　

各
支
部
か
ら
の
報
告

と
し
て
、
東
京
支
部
の

馬
場
支
部
長
よ
り
、
今

年
度
の
東
京
支
部
総
会

は
、
支
部
設
立
50
周
年

記
念
と
し
て
盛
大
に
執

り
行
い
た
い
と
の
お
知

ら
せ
が
あ
っ
た
。

　

田
子
支
部
の
栗
木
事

務
局
長
よ
り
こ
れ
ま
で

の
功
績
を
称
え
、
前
田

子
支
部
長
の
宇
藤
堅
一

氏
、
前
事
務
局
長
の
宝

田
喜
美
男
氏
を
永
年
勤

続
者
と
し
て
表
彰
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
提
案

が
あ
っ
た
。
議
事
に
諮

り
、
承
認
さ
れ
た
こ
と

を
う
け
、
２
名
の
代
理

と
し
て
藤
村
一
豊
支
部

長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

以
上
で
議
事
は
終
了

１
号
令
和
５
年
度
事
業

実
績
報
告
、
報
告
第
２

号
令
和
５
年
度
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
な
さ
れ
た
。
続

い
て
、
報
告
第
３
号
監

査
報
告
に
つ
い
て
、
監

事
の
前
山
敏
明
氏
か
ら

適
正
に
処
理
し
て
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
案
第
１
号
令
和
６

年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
事
務
局
が
説
明
、

主
な
事
業
に
つ
い
て
は

例
年
に
準
じ
て
行
う
こ

と
、
ま
た
議
案
第
２
号

令
和
６
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
の
説

明
が
事
務
局
よ
り
あ

り
、各
議
案
に
つ
い
て
、

異
議
な
し
で
了
承
さ
れ

た
。

　

令
和
６
年
６
月
８
日

（
土
）、
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル

と
わ
だ
に
お
い
て
、
65

名
の
参
加
者
の
元
、
令

和
６
年
度
三
農
同
窓

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

物
故
者
へ
の
黙
祷
の

あ
と
、
同
窓
会
副
会
長

松
山
氏
の
開
会
宣
言
、

斗
沢
栄
一
同
窓
会
長
、

小
泉
朋
雄
校
長
の
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
、
総

会
が
始
ま
っ
た
。
議
長

は
、
事
務
局
よ
り
副
会

長
澤
谷
則
雄
氏
の
提
案

が
あ
り
、
満
場
一
致
で

決
定
し
た
。
議
事
録
署

名
者
に
は
、
三
農
職
員

の
佐
々
木
篤
、
小
笠
原

潤
が
事
務
局
の
指
名
で

選
出
さ
れ
た
。
報
告
第

三農同窓会　Ｒ６役員
会　長　斗沢  栄一（切　田）
副会長　松山  和義（むつ・下北）
副会長　角　  光利（おいらせ）
副会長　冷水　  保（八　戸）
副会長　馬場  建一（東　京）
副会長　斉藤  重美（十和田湖）
副会長　澤谷  則雄（三本木）
監　事　前山  敏昭（四　和）
監　事　稲田  優憲（藤　島）

令和７年度　三農同窓会

総会・懇親会・同期会
令和7年6月7日（土）
サン・ロイヤルとわだ　
同期会　昭和48年度、昭和58年度、
　　　　平成5年度、平成15年度卒

受　付　15：30 ～
総　会　16：00 ～
懇親会　17：00 ～

同
窓
会事務

局
よ
り

　

令
和
７
年
度
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
３
年
代
に

加
え
、
今
年
40
歳
を
迎

え
る
平
成
15
年
度
卒
業

生
の
皆
さ
ま
に
も
事
務

局
よ
り
同
期
会
の
ご
案

内
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
同
級
生
に

も
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
６
年
春
の
叙
勲　

旭
日
単
光
章四

木　

豊
美

瑞
宝
単
光
章志

田　

賢
一

瑞
宝
双
光
章佐

藤　

憲
彦

令
和
６
年
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章木

村　

重
成

瑞
宝
単
光
章下

田　

裕
孝

令
和
６
年
青
森
県
褒
賞

宮
本
正
志
（
消
防
）

辻
村
勝
憲
（
統
計
）

後
に
は
懇
親
会
が
開
か

れ
、
永
く
同
支
部
の
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
池
畑

守
顧
問
と
田
高
正
光
氏

へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

た
。
併
せ
て
升
舘
廣
美

氏
に

F
ou

n
d
er

認
定

証
が
授
与
さ
れ
た
。

新
郷
支
部

　

１
月
25
日（
土
）え
び

す
屋
に
て
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
20
数
名
が
参

加
し
た
。
令
和
６
年
度

の
報
告
、
令
和
７
年
度

事
業
計
画
案
と
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
し
承
認

さ
れ
た
。

同
期
会
が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
し
ま
す

同
期
会
が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
し
ま
す

同
期
会
が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
し
ま
す

叙 

勲

令
和
６
年
度  

同
窓
会
総
会

令
和
６
年
度  

同
窓
会
総
会

懇
親
会
・
同
期
会
も
盛
大
に
開
催

懇
親
会
・
同
期
会
も
盛
大
に
開
催

さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
教
職
員
一
同
、

生
徒
た
ち
の
可
能
性
を

伸
ば
す
教
育
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
社

会
と
連
携
し
た
多
様
な

体
験
を
通
じ
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
か
ら
求
め
ら

れ
る
人
材
を
育
成
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
学

校
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
本
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

本
木
農
業
高
校
の
校
章

を
用
い
る
こ
と
と
し
、

新
た
な
解
釈
と
し
て
、

日
本
農
業
の
象
徴
で
あ

る
「
稲
穂
」、
十
和
田
西

高
校
、
六
戸
高
校
、
三

本
木
農
業
高
校
の
３
校

統
合
と
な
る
証
を
「
ク

ロ
ー
バ
ー
」
と
し
、
三

本
木
の
地
名
か
ら
三
角

形
を
ベ
ー
ス
の
デ
ザ
イ

ン
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

校
歌
は
普
通
科
と
農

業
科
の
融
合
し
た
新
た

な
高
校
を
開
校
す
る
に

あ
た
り
、
み
ん
な
が
元

気
に
口
ず
さ
め
る
よ
う

ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ
「
未

来
拓
創
」
を
定
め
、
校

歌
は
統
合
さ
れ
る
３
校

の
校
歌
を
引
き
継
い
で
、

式
典
等
で
は
今
ま
で
の

三
農
の
校
歌
と
ス
ク
ー

ル
ソ
ン
グ
を
斉
唱
し
て

い
ま
す
。

　

三
農
は
明
治
31
年
に

創
立
さ
れ
令
和
７
年
で

創
立
127
年
に
な
り
ま
す
。

創
立
130
周
年
記
念
行
事

は
令
和
10
年
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
記
念
事
業
等

と
い
う
と
私
は
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

各
支
部
総
会
に
出
席
し

た
会
員
の
皆
様
に
は
挨

拶
等
で
話
し
て
き
た
こ

と
で
す
。

　

時
代
の
変
遷
に
合
わ

せ
て
細
か
い
こ
と
は
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

学
校
の
歴
史
、
校
章
、

校
歌
に
つ
い
て
は
変

わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

歴
史
に
つ
い
て
は
、
学

校
が
統
合
さ
れ
る
と
閉

校
式
を
実
施
し
て
、
歴

史
は
０
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
す
が
、
三
農
は
今
ま

で
の
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

校
章
は
今
ま
で
の
三

物
科
学
科
、
環
境
工
学

科
、
食
品
科
学
科
に
普

通
科
２
ク
ラ
ス
を
加
え

て
５
学
科
６
ク
ラ
ス
で

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

農
業
高
校
に
ど
う
し
て

普
通
科
が
で
き
た
の
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
昭
和
23
年
４
月
１

日
～
昭
和
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
だ
け

で
し
た
が
、
普
通
科
が

存
在
し
て
い
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。

　

三
本
木
農
業
恵
拓
高

等
学
校
に
校
名
が
変

わ
っ
て
、
今
ま
で
の
三

農
と
何
が
変
わ
っ
た
か

　

三
農
同
窓
会
会
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
農
は
三
本
木
農
業

高
等
学
校
か
ら
令
和
３

年
４
月
１
日
に
三
本
木

農
業
恵
拓
高
等
学
校
に

校
名
が
変
わ
り
、
現
在

は
、
植
物
科
学
科
、
動

へ
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

同
窓
会
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
に
支
部
が
あ

り
、
１
年
に
１
回
各
支

部
の
総
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
三

本
木
農
業
恵
拓
高
等
学

校
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん

も
仲
間
を
誘
い
あ
っ
て

参
加
し
て
、
先
輩
の
皆

様
と
交
流
を
深
め
て
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

母
校
三
農
の
発
展
の
た

め
に
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
今
後
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

期
と
も
重
な
り
、
ペ
ッ

ト
米
は
早
い
時
間
帯
で

売
り
切
れ
。
他
の
商
品

も
２
日
目
の
午
前
に
は

完
売
し
、
大
好
評
で

あ
っ
た
。
中
に
は
初
日

に
購
入
し
、
翌
日
再
び

来
場
し
購
入
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
共
済
連

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
、
農
作
業
中
の

予
期
せ
ぬ
事
故
を
、
生

徒
が
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ

ト
を
着
用
し
て
疑
似
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
泉
校
長

　  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

担
当
教
科:

農
業

出　

身　

地:

南
部
町

（
旧
福
地
村
）

　

本
校
勤
務
は
３
度
目

と
な
り
、
農
業
経
済
科

主
任
、
進
路
指
導
主
事

な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

令
和
４
年
か
ら
２
年

間
名
久
井
農
業
高
校
校

長
を
務
め
、
令
和
６
年

４
月
よ
り
本
校
着
任
。

担
当
教
科:

数
学

出　

身　

地:

お
い
ら
せ
町

　
　
　
　
　

（
旧
百
石
町
）

　

田
名
部
高
校
教
頭
１
年
、
八

戸
中
央
高
校
教
頭
を
３
年
務

め
、
令
和
６
年
４
月
よ
り
本
校

へ
赴
任
。

　

三
沢
商
業
高
校
が
初
任
校
で
、
以
降
は
普
通
科
の

高
校
で
勤
務
し
た
。

　

岩
手
県
で
の
勤
務
経
験
も
あ
る
が
、
十
和
田
市
内

と
農
業
高
校
で
の
勤
務
は
初
で
あ
る
。

舘
教
頭
が
着
任

舘  

昌
章  

教
頭

全
国
農
業
高
校
収
穫
祭
に
出
品

農
産
物
の
流
通
・
販
売
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験

全
国
農
業
高
校
収
穫
祭
に
出
品

農
産
物
の
流
通
・
販
売
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験

生
徒
３
名
が
海
外
研
修
へ

あ
お
も
り
農
業
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

生
徒
３
名
が
海
外
研
修
へ

あ
お
も
り
農
業
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

三
農
恵
拓
　
令
和
６
年
度
の
活
躍

校
長
　
小 

泉
　
朋 

雄

校
名
変
更
に
よ
っ
て

何
が
変
わ
っ
た
の
か

三
農
同
窓
会
長
　
斗 
沢
　
栄 

一

～お気軽に同期会へのご参加を！
　　　 こんなメリットあります～
～お気軽に同期会へのご参加を！
　　　 こんなメリットあります～
～お気軽に同期会へのご参加を！
　　　 こんなメリットあります～
☆会場確保・予算・同級生への連絡など、
　幹事業務が必要ありません。
☆出欠確認・会計・司会進行などの当日の
　業務もありません。



三　農　同　窓　会　報（3）　第57号 令和７年３月１日 三　農　同　窓　会　報第57号 令和７年３月１日　（2）

Ｇ：普通科　　Ｐ：植物科学科　　Ｌ：動物科学科　　Ｅ：環境工学科　　Ｆ：食品科学科

島守そば生産組合
代　表　冷　水　　保

（昭和41年度 農業科卒）

〒031-0202　八戸市南郷大字島守字下荒谷18
TEL・FAX兼用　0178（83）2751

青森本店 青森地区　ＴＥＬ 017-787-3342
〒038-0042 青森県青森市新城字平岡160-576
青森本店 八戸地区　ＴＥＬ 0178-27-4210
〒039-1189 青森県八戸市大字長苗代字上中坪35-1

代表取締役社長　宮 古 　 武
（昭和50年度　農業科卒）

MIYAGO
0120-01-03850120-01-0385

暮らしを運び
豊かさを届ける
暮らしを運び
豊かさを届ける

造林・造材・造園土木一般請負業

〒039-0313　　　　　　　　　　　　　　
青森県三戸郡田子町大字茂市字佐内田15-3

ＴＥＬ 0179－20－8550
ＦＡＸ 0179－20－8551

ﾎｰﾑﾍ゚ｰｼ゙  http://takara229.com

た か ら株式会社

黒にんにく と にんにく取り扱い

（昭和45年度 畜産科卒）
〒039-1161 青森県八戸市大字河原木字簀子渡15番地3

TEL ： 0178(28)0130㈹　FAX ： 0178(20)1217
E-mail ： mitinoku-teien＠an.wakwak.com

株式会社みちのく庭園

代表取締役　橋本　静一
（昭和39年度 農業科卒）

≪信頼と確かな技術の総合建設業≫
ＩＳＯ品質・環境認証企業

代表取締役　小笠原　國　男　昭和３６年度卒　商業科

本　　　社　　　　　上北郡おいらせ町下明堂30の10　　Ｔｅｌ 0178-52-5751
一級建築設計事務所
八戸営業所　　　　　八戸市大字市川町字稲荷岱43の2　Ｔｅｌ 0178-52-5131

上手投げを決める新井田さん【土俵右】

相
撲
部

大
分
Ｉ
Ｈ
出
場

相
撲
部

大
分
Ｉ
Ｈ
出
場

東
北
大
会
団
体
第
３
位

【写真左】斗沢同窓会長と力強く握手する木竜皇関【写真左】優勝した新井田未徠さん（植物科学科３年、田子中出身）

【
写
真
右
】

　
東
北
高
校
選
抜
大
会

　
個
人
体
重
別
100
㎏
以
上

　
　
　
優
　
勝
　
小
笠
原
広
祐

　
　
　
第
２
位
　
奈
良
　
悠
真

　
　
　
　（
植
物
科
学
科
１
年
）

インターハイ相撲競技結果インターハイ相撲競技結果
【予選リーグ】
１回戦　三農恵拓○4 ‒ 1 名西 ( 徳島 )
２回戦　三農恵拓○5 ‒ 0 竹原 ( 広島 )
３回戦　三農恵拓○5 ‒ 0 木曽青峰 (長野 )
【決勝トーナメント】
１回戦　三農恵拓●1 ‒ 4 岐阜農林 (岐阜 )

【
写
真
右
】

　
贈
呈
さ
れ
た
校
章
入
り
の

　
化
粧
ま
わ
し

【
写
真
上
】

　
記
念
撮
影
を
す
る
木
竜
皇
関

【
写
真
下
】

　
三
農
メ
モ
リ
ア
ル
前
で

　
幕
下
一
翔
と

第
１
回
全
国
高
等
学

校
女
子
相
撲
選
手
権

大
会
軽
量
級
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

☆
大
会
成
績
☆

１
回
戦
○
足
と
り

２
回
戦
○
寄
り
切
り

準
々
決
勝○

下
手
投
げ

準
決
勝
○
上
手
投
げ

決　

勝
○
上
手
投
げ

東
幕
下
二
枚
目
で
再
挑

戦
し
５
勝
２
敗
で
見
事

十
両
に
返
り
咲
い
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
斗
沢

同
窓
会
長
に
よ
る
祝
辞

の
後
、
協
賛
団
体
の
相

撲
部
Ｏ
Ｂ
会
、
三
農
同

窓
会
、
三
農
後
援
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
代
表
し
、
発

起
人
で
あ
る
宮
古
武
相

撲
部
Ｏ
Ｂ
会
長
が
化
粧

ま
わ
し
の
目
録
を
手
渡

し
た
。
続
い
て
、
生
徒

会
長
の
阿
部
柑
太
さ
ん

（
Ｌ
３
）
が
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、

相
撲
部
主
将
の
川
口
正

太
郎
さ
ん
（
Ｐ
３
）
が

　

８
月
23
日
、
大
相
撲

の
木
竜
皇
関（
本
名:

坂

本
博
一
、
立
浪
部
屋
所

属
、
令
和
２
年
度
農
業

経
済
科
卒
）が
来
校
し
、

十
両
昇
進
記
念
品
贈
呈

式
に
出
席
し
た
。

　

木
竜
皇
関
は
千
葉
県

出
身
、
平
成
30
年
に
本

校
へ
入
学
し
た
。
高
校

時
代
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
る
中
、
県
大
会
や
東

北
選
抜
大
会
な
ど
で
団

体
優
勝
に
貢
献
す
る
な

ど
数
々
の
大
会
で
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
、
本

校
卒
業
と
同
時
に
立
浪

部
屋
へ
入
門
、
令
和
３

年
夏
場
所
で
初
土
俵
を

踏
ん
だ
。

　

令
和
６
年
７
月
場
所

に
西
幕
下
筆
頭
で
臨

み
、
６
勝
１
敗
の
見
事

な
成
績
を
収
め
、
新
十

両
を
確
実
な
も
の
と
し

た
。
９
月
場
所
で
は
成

績
が
振
る
わ
な
か
っ
た

も
の
の
、
11
月
場
所
に

花
束
を
贈
呈
し
た
。

　

木
竜
皇
関
は
全
校
生

徒
に
、「
三
農
で
の
３

年
間
は
確
実
に
今
の
力

に
な
っ
て
い
る
。
困
難

な
と
き
こ
そ
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
伝

え
た
。
さ
ら
に
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
生

徒
と
共
に
記
念
撮
影
を

行
い
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

再
十
両
の
令
和
７
年

初
場
所
は
７
勝
８
敗
と

惜
し
く
も
負
け
越
し
た

が
、
十
両
残
留
は
濃
厚

で
、
来
場
所
以
降
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

大
相
撲
に
在
籍
す
る

本
校
出
身
力
士
は
現
在

６
名
（
う
ち
関
取
２

名
）。
前
頭
錦
富
士（
本

名:

小
笠
原
隆
聖
、
伊

勢
ヶ
濱
部
屋
、
平
成
26

年
度
農
業
機
械
科
卒
）

は
前
半
を
五
分
の
星
で

折
り
返
し
た
が
、
十
日

目
か
ら
４
連
勝
し
、
９

勝
６
敗
で
幕
内
残
留
を

確
実
な
も
の
と
し
た
。

幕
下
大
花
竜（
本
名:

山

崎
勝
磨
、
立
浪
部
屋
、

令
和
元
年
度
環
境
土
木

科
卒
）
も
十
三
日
目
に

勝
ち
越
し
を
決
め
、
十

両
昇
進
が
期
待
さ
れ
る
。

　

８
月
10
日
、
東
京
都

立
川
市
の
ア
リ
ー
ナ
立

川
立
飛
で
開
催
さ
れ
た

第
１
回
全
国
高
等
学
校

女
子
相
撲
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、
植
物
科
学

科
３
年
新
井
田
未
徠

（
に
い
だ
・
み
ら
い
）

さ
ん
が
軽
量
級
（
60
キ

ロ
未
満
）
の
部
に
お
い

て
頂
点
に
立
っ
た
。

　

今
年
４
月
の
国
際
女

子
相
撲
選
抜
堺
大
会
で

は
大
学
生
や
社
会
人
も

含
め
た
一
般
の
部
に
出

場
。
準
決
勝
で
川
口
紗

葵
選
手
（
鳥
取
城
北
高

校
）
に
敗
れ
第
３
位
に

終
わ
っ
た
。
こ
の
悔
し

さ
を
糧
に
日
々
稽
古
に

励
み
、
強
い
想
い
で
臨

ん
だ
大
会
で
、
川
口
選

手
を
破
っ
て
見
事
優
勝

を
掴
み
取
っ
た
。

　

な
お
、
新
井
田
さ
ん

は
今
年
度
の
活
躍
が
認

め
ら
れ
、「
青
森
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会　

特
別
優

秀
選
手
賞
」
を
受
賞
し

た
。

２
月
11
日

第
１
回
ド
リ
ー
ム
ガ
ー

ル
ズ
杯 

女
子
相
撲
大

会
（
東
京
都
）

高
校
生
中
量
級　

優
勝

４
月
７
日

第
12
回
国
際
女
子
相
撲

選
抜
堺
大
会（
大
阪
府
）

一
般
の
部
軽
量
級
３
位

４
月
27
日

青
森
県
高
等
学
校
女
子

相
撲
春
季
大
会
（
十
和

田
市
）

個
人
戦　

優
勝

６
月
２
日

青
森
県
高
等
学
校
女
子

相
撲
選
手
権
大
会
（
弘

前
市
）

個
人
選
手
権　

２
位

７
月
14
日

第
15
回
全
日
本
女
子
相

撲
岐
阜
大
会

個
人
一
般
の
部

軽
量
級　

ベ
ス
ト
８

９
月
21
日

第
15
回
東
北
女
子
相
撲

選
手
権
大
会（
秋
田
県
）

個
人
高
校
生
以
上
の
部

優
勝

10
月
13
日

第
29
回
全
日
本
女
子
相

撲
選
手
権
大
会
（
京
都

府
）

一
般　

２
回
戦
敗
退

　

県
春
季
大
会
で
第
２

位
と
な
り
迎
え
た
６
月

の
県
高
校
総
体
。

　

リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る

相
撲
部
は
リ
ー
グ
戦
を

制
し
、
３
年
ぶ
り
25
回

目
の
優
勝
を
果
た
し

た
。

　

続
い
て
６
月
に
郡
山

市
で
行
わ
れ
た
第
75
回

東
北
高
等
学
校
相
撲
選

手
権
大
会
団
体
戦
で
も

本
校
相
撲
部
は
奮
闘

し
、
予
選
を
３
勝
11
点

で
通
過
。
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
１
回
戦
で
は
平

舘
高
校
（
岩
手
）
に
４

勝
１
敗
で
勝
利
。
準
決

勝
は
秋
田
北
鷹
高
校
と

対
戦
、
２
勝
３
敗
で
惜

し
く
も
敗
れ
、
第
３
位

と
な
っ
た
。
７
月
31
日

か
ら
大
分
県
宇
佐
市
で

開
催
さ
れ
た
、「
あ
り

が
と
う
を
強
さ
に
変
え

て 

北
部
九
州
総
体 

２

０
２
４
」
で
は
予
選

リ
ー
グ
を
３
勝
14
点
の

第
２
位
で
突
破
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１

回
戦
で
岐
阜
農
林
高
校

に
１
勝
４
敗
と
敗
れ
、

ベ
ス
ト
32
で
夏
の
九
州

を
後
に
し
た
。

　

９
月
に
は
県
新
人
大

会
の
団
体
戦
、
個
人
選

手
権
、
個
人
体
重
別
100

㎏
級
、
100
㎏
以
上
級
の

タ
イ
ト
ル
を
制
覇
し
、

第
32
回
東
北
高
等
学
校

相
撲
選
抜
大
会
に
出
場

し
た
。
団
体
戦
は
ベ
ス

ト
８
に
終
わ
っ
た
も
の

の
、
個
人
選
手
権
に
お

い
て
は
、
と
も
に
植
物

科
学
科
１
年
の
小
笠
原

広
祐
（
鯵
ヶ
沢
中
出

身
）、
奈
良
悠
真
（
中

里
中
出
身
）
が
優
勝
、

準
優
勝
を
分
け
合
う
と

い
う
成
績
を
収
め
、
来

年
度
に
つ
な
が
る
素
晴

ら
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

今、大相撲・三農相撲部がアツい！今、大相撲・三農相撲部がアツい！母
校
三
農
に
凱
旋

　
　
　
新
十
両 

木
竜
皇
に
化
粧
ま
わ
し
贈
呈

新井田未徠さん（P3）
全国高等学校女子相撲選手権大会　優勝

主
な
大
会
結
果

主
な
大
会
結
果

大
相
撲
在
籍

本
校
卒
業
生一覧

大
相
撲
在
籍

本
校
卒
業
生一覧

　
四股名
部　屋
本　名
卒年度
学　科

番付(R7初)
令和7年度初場所成績

にしきふじ
錦富士
伊勢ヶ濱
小笠原 隆聖
平26
農業機械

前頭十七枚目
9勝6敗

きりゅうこう
木竜皇
立浪

坂本 博一
令2

農業経済
十両十二枚目
7勝8敗

かずと
一翔
立浪

藤田 一翔
令3

植物科学
幕下二十一枚目
2勝5敗

おおかりゅう
大花竜
立浪

山崎 勝磨
令元

環境土木
幕下十七枚目
4勝3敗

あんたいしょう
安大翔
安治川
鈴木 大和
令4

植物科学
幕下三十二枚目
5勝2敗

しょうたいむ
翔大夢
錣山
伊藤 寧
令2

農業経済
序二段五十二枚目
2勝1敗4休

農
は
素
早
い
カ
ウ
ン
タ
ー

か
ら
Ｍ
Ｆ
山
根
が
ゴ
ー

ル
を
決
め
２
対
１
。
こ

の
ま
ま
試
合
終
了
か
と

思
わ
れ
た
延
長
後
半
の

ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ

ム
に
八
学
光
星
が
得
点

を
決
め
、
再
び
同
点
と

し
決
着
は
Ｐ
Ｋ
戦
へ
。

　

両
チ
ー
ム
５
人
成
功

し
、
サ
ド
ン
デ
ス
方
式

へ
。
先
攻
の
八
学
光
星

７
人
目
が
失
敗
。
後
攻

の
三
農
７
人
目
と
な
る

西
山
が
キ
ッ
ク
を
成
功

さ
せ
、
長
く
熱
い
闘
い

は
終
止
符
を
打
ち
、
三

農
が
第
三
位
と
な
り
、

東
北
大
会
の
第
３
代
表

権
を
獲
得
し
た
。

　

県
高
校
総
体
４
連
戦

の
最
終
日
。
前
日
の
準

決
勝
で
互
い
に
敗
れ
、

東
北
大
会
出
場
権
を
か

け
た
三
位
決
定
戦
の
対

戦
相
手
は
、
県
新
人
大

会
と
同
じ
八
戸
学
院
光

星
高
校
。

　

三
農
は
主
将
沼
岡
を

中
心
と
し
た
気
迫
溢
れ

る
堅
い
守
備
と
、Ｆ
Ｗ

小
松
、
前
田
の
豊
富
な

運
動
量
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
。

　

一
瞬
の
隙
も
許
さ
れ

な
い
緊
迫
し
た
戦
い
が

続
き
、
０
対
０
の
ま
ま

試
合
は
延
長
戦
へ
突
入
。

　

延
長
前
半
７
分
、
つ

い
に
三
農
が
八
学
光
星

の
ゴ
ー
ル
を
こ
じ
開
け

る
。Ｍ
Ｆ
山
根
の
フ
リ
ー

キ
ッ
ク
か
ら
Ｄ
Ｆ
立
崎

が
頭
で
合
わ
せ
、先
制
。

延
長
後
半
６
分
、
同
点

に
さ
れ
ゲ
ー
ム
は
振
り

出
し
に
。
す
か
さ
ず
三

　

試
合
会
場
で
は
有
志

生
徒
・
教
職
員
が
バ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド
で
大
声
援

の
中
キ
ッ
ク
オ
フ
。

　

前
半
は
２
ト
ラ
イ
を

許
す
も
の
の
０
対
10
で

折
り
返
し
、
後
半
の
反

撃
を
期
待
し
会
場
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
。

　

後
半
開
始
直
後
に
ト

ラ
イ
と
キ
ッ
ク
を
決
め

ら
れ
た
が
、後
半
11
分
、

ゴ
ー
ル
前
モ
ー
ル
か
ら

相
手
を
押
し
込
み
、
３

年
武
部
が
つ
い
に
待
望

の
ト
ラ
イ
を
決
め
る
。

追
加
点
を
狙
っ
て
各
選

手
は
全
力
の
プ
レ
ー
を

見
せ
る
も
、
相
手
の
得

点
が
続
き
、
ノ
ー
サ
イ

ド
。
惜
し
く
も
準
優
勝

と
な
っ
た
。

　

10
月
27
日
、
青
森
市

の
新
青
森
県
総
合
運
動

公
園
球
技
場
で
行
わ
れ

た
第
104
回
全
国
高
校
ラ

グ
ビ
ー
大
会
県
予
選
会

決
勝
戦
は
、
大
会
６
連

覇
を
目
指
す
青
森
山
田

高
校
と
の
対
戦
と
な

り
、
残
念
な
が
ら
52
対

５
で
敗
れ
、
平
成
16
年

以
来
の
全
国
大
会
出
場

ま
で
あ
と
一
歩
だ
っ
た
。

　

一
週
間
前
に
行
わ
れ

た
準
決
勝
は
、
全
校
生

徒
・
教
職
員
も
会
場
入

り
し
、Ｏ
Ｂ
・
保
護
者
・

関
係
者
と
と
も
に
、
三

農
の
総
力
を
結
集
し
て

ま
さ
に
全
力
応
援
。

　

対
戦
相
手
の
青
森
北

高
校
に
は
、
６
月
の
県

高
校
総
体
準
決
勝
で
敗

れ
て
お
り
、
お
互
い
の

意
地
が
ぶ
つ
か
る
熱
戦

と
な
っ
た
。
前
半
、
青

森
北
に
１
ト
ラ
イ
と
１

Ｇ
を
決
め
ら
れ
先
制
さ

れ
る
。
同
27
分
、
三
農

は
Ｐ
Ｒ
下
澤
が
ト
ラ
イ

を
決
め
、
５
対
７
で
前

半
を
折
り
返
し
た
。

　

後
半
６
分
に
は
、Ｆ

Ｌ
武
部
が
左
隅
に
ト
ラ

イ
を
挙
げ
、
逆
転
に
成

功
し
た
。
後
半
は
三
農

が
ス
ピ
ー
ド
を
生
か

し
、ボ
ー
ル
を
支
配
し
、

15
対
７
で
２
年
ぶ
り
の

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

８年ぶり東北大会出場！
～県高校総体第３位、延長PK戦制す～

サッカー部 

全国花園予選準優勝！
～全校応援の準決勝、青森北に逆転勝利～

ラグビー部 

準
決
勝 
全
校
応
援

　
　
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

準
決
勝 
全
校
応
援

　
　
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

悲
願
へ
全
力
！

　
　
決
勝
戦
ラ
イ
ブ

悲
願
へ
全
力
！

　
　
決
勝
戦
ラ
イ
ブ

「
真
摯
敢
闘
」

　
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
闘
い

「
真
摯
敢
闘
」

　
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
闘
い

◎
陸
上
部

【
男
子
】

２
０
０
ｍ
決
勝

　

第
７
位　

三
國
峻
輔

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
男
子
】

１
回
戦

　

三
農
78―

59
青
森
北

２
回
戦

　

三
農
47―

129
八
学
光
星

【
女
子
】

２
回
戦

　

三
農
81―

60
青
森
南

３
回
戦

　

三
農
42―

70
青
森
山
田

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
男
子
】

１
回
戦

　

三
農
０―

２
八
工
大
一

【
女
子
】

１
回
戦

　

三
農
２―

０
三
本
木

２
回
戦

　

三
農
０―

２
黒
石

◎
卓
球
部

【
男
子
団
体
】

２
回
戦

　

三
農
３―

２
弘
前
工
業

３
回
戦

　

三
農
０―

３
八
学
光
星

　
　
　
　

（
ベ
ス
ト
16
）

【
女
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
１―

３
五
所
川
原
農
林

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
男
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
１―

２
下
山
学
園

【
女
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
１―

２
田
名
部

◎
サ
ッ
カ
ー
部

２
回
戦

　

三
農
４―
１
青
森
南

３
回
戦

　

三
農
３―

０
青
森
東

準
々
決
勝

　

三
農
１―

０
八
戸

県
高
校
総
体

結
果
一
覧

◎
サ
ッ
カ
ー
部

１
回
戦

　

三
農
１―

３
帝
京
安
積

　
　
　
　
　
　

（
福
島
）

◎
ラ
グ
ビ
ー
部

Ⅱ
部
１
回
戦

　

三
農
26―

28
盛
岡
工
業

　
　
　
　
　
　

（
岩
手
）

◎
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

【
男
子
団
体
】

　

ベ
ス
ト
８

【
女
子
団
体
】

　

ベ
ス
ト
８

◎
相
撲
部

【
団
体
】
３
位

【
個
人
】

　

５
位　

岡
崎
良
太
郎

【
個
人
体
重
別
】

80
㎏
級

　

３
位　

川
口
正
太
郎

100
㎏
級

　

２
位　

三
浦
孝
太

◎
馬
術
部

【
団
体
】　

障
害
飛
越　

第
３
位

　

立
崎
・
音
道
・
今

　

髙
島
・
中
村
・
小
笠
原

※
東
北
第
３
代
表
と
な

り
、
静
岡
県
御
殿
場
市

に
て
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
出
場
決
定

◎
ス
キ
ー
愛
好
会

【
男
子
回
転
・
大
回
転
】

　

出
場　

小
川
晶
平

【
女
子
回
転
】

　

第
15
位　

山
端
夏
明

【
女
子
大
回
転
】

　

第
12
位　

山
端
夏
明

東
北
高
等
学
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会

【
男
子
団
体
】

優
勝　

小
山
内
・
漆
坂
・

　
　
　

竹
内
・
柳
沢

【
男
子
個
人
】

　

１
位　

小
山
内
悠

　

５
位　

漆
坂　

築

東
北
選
抜
大
会
結
果

準
決
勝

　

三
農
０―

６
青
森
山
田

３
位
決
定
戦

　

三
農
２―

２

　

Ｐ
Ｋ
７―

６
八
学
光
星

◎
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

準
決
勝

　

三
農
０―

８
八
学
光
星

３
位
決
定
戦

　

三
農
０―

２
三
本
木

◎
ラ
グ
ビ
ー
部

２
回
戦

　

三
農
69―

０
八
工
大
一

準
決
勝

　

三
農
12―

33
青
森
北

３
位
決
定
戦

　

三
農
53―

７
八
学
光
星

　

《
東
北
大
会
出
場
》

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
男
子
団
体
】

２
回
戦

　

三
農
１―

３
野
辺
地
西

【
女
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
３―

１
黒
石

２
回
戦

　

三
農
０―

３
東
奥
学
園

◎
相
撲
部

【
団
体
】
優
勝

【
個
人
】

　

２
位　

奈
良
悠
真

　

３
位　

川
口
正
太
郎

【
個
人
体
重
別
】

80
㎏
級

　

１
位　

川
口
正
太
郎

　

２
位　

佐
藤
啓
太

100
㎏
級

　

１
位　

三
浦
孝
太

100
㎏
以
上
級

　

２
位　

奈
良
悠
真

　

３
位　

中
村
悠
真

【
１
年
生
大
会
】

　

１
位　

奈
良
悠
真

　

２
位　

佐
藤
啓
太

【
女
子
個
人
】　

　

２
位　

新
井
田
未
徠

◎
剣
道
部

【
女
子
団
体
】

予
選
敗
退

　

三
農
１―

４
青
森
東

　

三
農
０―

５
東
奥
義
塾

◎
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

【
男
子
団
体
】

２
位　

漆
坂
・
竹
内
・

　
　
　

柳
沢
・
小
山
内

【
女
子
団
体
】

２
位　

三
角
・
小
向
・

　
　
　

花
岸
・
太
田

【
男
子
個
人
】

　

４
位　

漆
坂
築

【
女
子
個
人
】

　

３
位　

三
角
李
來

※

漆
坂
さ
ん
と
三
角
さ

ん
２
名
が
長
崎
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
へ
の
出
場
決
定
。

◎
馬
術
部

【
団
体
】

　

第
１
位　

三
本
木
農
業

　
　
　
　
　

恵
拓
高
校
Ａ

　

第
２
位　

三
本
木
農
業

　
　
　
　
　

恵
拓
高
校
Ｂ

【
個
人
】

ジ
ム
カ
ー
ナ

　

第
１
位　

工
藤
七
海

　

第
２
位　

上
澤
未
來

　

第
３
位　

田
島
陽
和

ク
ロ
ス
障
害
飛
越

　

第
１
位　

中
村
晴
香

　

第
２
位　

髙
島
つ
ぐ
み

標
準
障
害
飛
越

　

第
１
位　

音
道
皓
太

　

第
２
位　

小
笠
原
衣
織

◎
ス
キ
ー
愛
好
会

【
女
子
回
転
】

　

第
６
位　

山
端
夏
明

【
女
子
大
回
転
】

　

第
５
位　

山
端
夏
明

※

北
海
道
釧
路
市
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
へ
出
場
決
定
。

◎
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

（
長
崎
県
長
崎
市
）

【
男
子
個
人
】

　

79
位　

漆
坂　

築

　
　
　

（
普
通
科
２
年
）

【
女
子
個
人
】

　

88
位　

三
角
李
來

　

（
動
物
科
学
科
３
年
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
成
績

東
北
大
会
結
果



三　農　同　窓　会　報（3）　第57号 令和７年３月１日 三　農　同　窓　会　報第57号 令和７年３月１日　（2）

Ｇ：普通科　　Ｐ：植物科学科　　Ｌ：動物科学科　　Ｅ：環境工学科　　Ｆ：食品科学科

島守そば生産組合
代　表　冷　水　　保

（昭和41年度 農業科卒）

〒031-0202　八戸市南郷大字島守字下荒谷18
TEL・FAX兼用　0178（83）2751

青森本店 青森地区　ＴＥＬ 017-787-3342
〒038-0042 青森県青森市新城字平岡160-576
青森本店 八戸地区　ＴＥＬ 0178-27-4210
〒039-1189 青森県八戸市大字長苗代字上中坪35-1

代表取締役社長　宮 古 　 武
（昭和50年度　農業科卒）

MIYAGO
0120-01-03850120-01-0385

暮らしを運び
豊かさを届ける
暮らしを運び
豊かさを届ける

造林・造材・造園土木一般請負業

〒039-0313　　　　　　　　　　　　　　
青森県三戸郡田子町大字茂市字佐内田15-3

ＴＥＬ 0179－20－8550
ＦＡＸ 0179－20－8551

ﾎｰﾑﾍ゚ｰｼ゙  http://takara229.com

た か ら株式会社

黒にんにく と にんにく取り扱い

（昭和45年度 畜産科卒）
〒039-1161 青森県八戸市大字河原木字簀子渡15番地3

TEL ： 0178(28)0130㈹　FAX ： 0178(20)1217
E-mail ： mitinoku-teien＠an.wakwak.com

株式会社みちのく庭園

代表取締役　橋本　静一
（昭和39年度 農業科卒）

≪信頼と確かな技術の総合建設業≫
ＩＳＯ品質・環境認証企業

代表取締役　小笠原　國　男　昭和３６年度卒　商業科

本　　　社　　　　　上北郡おいらせ町下明堂30の10　　Ｔｅｌ 0178-52-5751
一級建築設計事務所
八戸営業所　　　　　八戸市大字市川町字稲荷岱43の2　Ｔｅｌ 0178-52-5131

上手投げを決める新井田さん【土俵右】

相
撲
部

大
分
Ｉ
Ｈ
出
場

相
撲
部

大
分
Ｉ
Ｈ
出
場

東
北
大
会
団
体
第
３
位

【写真左】斗沢同窓会長と力強く握手する木竜皇関【写真左】優勝した新井田未徠さん（植物科学科３年、田子中出身）

【
写
真
右
】

　
東
北
高
校
選
抜
大
会

　
個
人
体
重
別
100
㎏
以
上

　
　
　
優
　
勝
　
小
笠
原
広
祐

　
　
　
第
２
位
　
奈
良
　
悠
真

　
　
　
　（
植
物
科
学
科
１
年
）

インターハイ相撲競技結果インターハイ相撲競技結果
【予選リーグ】
１回戦　三農恵拓○4 ‒ 1 名西 ( 徳島 )
２回戦　三農恵拓○5 ‒ 0 竹原 ( 広島 )
３回戦　三農恵拓○5 ‒ 0 木曽青峰 (長野 )
【決勝トーナメント】
１回戦　三農恵拓●1 ‒ 4 岐阜農林 (岐阜 )

【
写
真
右
】

　
贈
呈
さ
れ
た
校
章
入
り
の

　
化
粧
ま
わ
し

【
写
真
上
】

　
記
念
撮
影
を
す
る
木
竜
皇
関

【
写
真
下
】

　
三
農
メ
モ
リ
ア
ル
前
で

　
幕
下
一
翔
と

第
１
回
全
国
高
等
学

校
女
子
相
撲
選
手
権

大
会
軽
量
級
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

☆
大
会
成
績
☆

１
回
戦
○
足
と
り

２
回
戦
○
寄
り
切
り

準
々
決
勝○

下
手
投
げ

準
決
勝
○
上
手
投
げ

決　

勝
○
上
手
投
げ

東
幕
下
二
枚
目
で
再
挑

戦
し
５
勝
２
敗
で
見
事

十
両
に
返
り
咲
い
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
斗
沢

同
窓
会
長
に
よ
る
祝
辞

の
後
、
協
賛
団
体
の
相

撲
部
Ｏ
Ｂ
会
、
三
農
同

窓
会
、
三
農
後
援
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
代
表
し
、
発

起
人
で
あ
る
宮
古
武
相

撲
部
Ｏ
Ｂ
会
長
が
化
粧

ま
わ
し
の
目
録
を
手
渡

し
た
。
続
い
て
、
生
徒

会
長
の
阿
部
柑
太
さ
ん

（
Ｌ
３
）
が
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、

相
撲
部
主
将
の
川
口
正

太
郎
さ
ん
（
Ｐ
３
）
が

　

８
月
23
日
、
大
相
撲

の
木
竜
皇
関（
本
名:

坂

本
博
一
、
立
浪
部
屋
所

属
、
令
和
２
年
度
農
業

経
済
科
卒
）が
来
校
し
、

十
両
昇
進
記
念
品
贈
呈

式
に
出
席
し
た
。

　

木
竜
皇
関
は
千
葉
県

出
身
、
平
成
30
年
に
本

校
へ
入
学
し
た
。
高
校

時
代
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
る
中
、
県
大
会
や
東

北
選
抜
大
会
な
ど
で
団

体
優
勝
に
貢
献
す
る
な

ど
数
々
の
大
会
で
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
、
本

校
卒
業
と
同
時
に
立
浪

部
屋
へ
入
門
、
令
和
３

年
夏
場
所
で
初
土
俵
を

踏
ん
だ
。

　

令
和
６
年
７
月
場
所

に
西
幕
下
筆
頭
で
臨

み
、
６
勝
１
敗
の
見
事

な
成
績
を
収
め
、
新
十

両
を
確
実
な
も
の
と
し

た
。
９
月
場
所
で
は
成

績
が
振
る
わ
な
か
っ
た

も
の
の
、
11
月
場
所
に

花
束
を
贈
呈
し
た
。

　

木
竜
皇
関
は
全
校
生

徒
に
、「
三
農
で
の
３

年
間
は
確
実
に
今
の
力

に
な
っ
て
い
る
。
困
難

な
と
き
こ
そ
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
伝

え
た
。
さ
ら
に
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
生

徒
と
共
に
記
念
撮
影
を

行
い
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

再
十
両
の
令
和
７
年

初
場
所
は
７
勝
８
敗
と

惜
し
く
も
負
け
越
し
た

が
、
十
両
残
留
は
濃
厚

で
、
来
場
所
以
降
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

大
相
撲
に
在
籍
す
る

本
校
出
身
力
士
は
現
在

６
名
（
う
ち
関
取
２

名
）。
前
頭
錦
富
士（
本

名:

小
笠
原
隆
聖
、
伊

勢
ヶ
濱
部
屋
、
平
成
26

年
度
農
業
機
械
科
卒
）

は
前
半
を
五
分
の
星
で

折
り
返
し
た
が
、
十
日

目
か
ら
４
連
勝
し
、
９

勝
６
敗
で
幕
内
残
留
を

確
実
な
も
の
と
し
た
。

幕
下
大
花
竜（
本
名:

山

崎
勝
磨
、
立
浪
部
屋
、

令
和
元
年
度
環
境
土
木

科
卒
）
も
十
三
日
目
に

勝
ち
越
し
を
決
め
、
十

両
昇
進
が
期
待
さ
れ
る
。

　

８
月
10
日
、
東
京
都

立
川
市
の
ア
リ
ー
ナ
立

川
立
飛
で
開
催
さ
れ
た

第
１
回
全
国
高
等
学
校

女
子
相
撲
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、
植
物
科
学

科
３
年
新
井
田
未
徠

（
に
い
だ
・
み
ら
い
）

さ
ん
が
軽
量
級
（
60
キ

ロ
未
満
）
の
部
に
お
い

て
頂
点
に
立
っ
た
。

　

今
年
４
月
の
国
際
女

子
相
撲
選
抜
堺
大
会
で

は
大
学
生
や
社
会
人
も

含
め
た
一
般
の
部
に
出

場
。
準
決
勝
で
川
口
紗

葵
選
手
（
鳥
取
城
北
高

校
）
に
敗
れ
第
３
位
に

終
わ
っ
た
。
こ
の
悔
し

さ
を
糧
に
日
々
稽
古
に

励
み
、
強
い
想
い
で
臨

ん
だ
大
会
で
、
川
口
選

手
を
破
っ
て
見
事
優
勝

を
掴
み
取
っ
た
。

　

な
お
、
新
井
田
さ
ん

は
今
年
度
の
活
躍
が
認

め
ら
れ
、「
青
森
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会　

特
別
優

秀
選
手
賞
」
を
受
賞
し

た
。

２
月
11
日

第
１
回
ド
リ
ー
ム
ガ
ー

ル
ズ
杯 

女
子
相
撲
大

会
（
東
京
都
）

高
校
生
中
量
級　

優
勝

４
月
７
日

第
12
回
国
際
女
子
相
撲

選
抜
堺
大
会（
大
阪
府
）

一
般
の
部
軽
量
級
３
位

４
月
27
日

青
森
県
高
等
学
校
女
子

相
撲
春
季
大
会
（
十
和

田
市
）

個
人
戦　

優
勝

６
月
２
日

青
森
県
高
等
学
校
女
子

相
撲
選
手
権
大
会
（
弘

前
市
）

個
人
選
手
権　

２
位

７
月
14
日

第
15
回
全
日
本
女
子
相

撲
岐
阜
大
会

個
人
一
般
の
部

軽
量
級　

ベ
ス
ト
８

９
月
21
日

第
15
回
東
北
女
子
相
撲

選
手
権
大
会（
秋
田
県
）

個
人
高
校
生
以
上
の
部

優
勝

10
月
13
日

第
29
回
全
日
本
女
子
相

撲
選
手
権
大
会
（
京
都

府
）

一
般　

２
回
戦
敗
退

　

県
春
季
大
会
で
第
２

位
と
な
り
迎
え
た
６
月

の
県
高
校
総
体
。

　

リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る

相
撲
部
は
リ
ー
グ
戦
を

制
し
、
３
年
ぶ
り
25
回

目
の
優
勝
を
果
た
し

た
。

　

続
い
て
６
月
に
郡
山

市
で
行
わ
れ
た
第
75
回

東
北
高
等
学
校
相
撲
選

手
権
大
会
団
体
戦
で
も

本
校
相
撲
部
は
奮
闘

し
、
予
選
を
３
勝
11
点

で
通
過
。
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
１
回
戦
で
は
平

舘
高
校
（
岩
手
）
に
４

勝
１
敗
で
勝
利
。
準
決

勝
は
秋
田
北
鷹
高
校
と

対
戦
、
２
勝
３
敗
で
惜

し
く
も
敗
れ
、
第
３
位

と
な
っ
た
。
７
月
31
日

か
ら
大
分
県
宇
佐
市
で

開
催
さ
れ
た
、「
あ
り

が
と
う
を
強
さ
に
変
え

て 

北
部
九
州
総
体 

２

０
２
４
」
で
は
予
選

リ
ー
グ
を
３
勝
14
点
の

第
２
位
で
突
破
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１

回
戦
で
岐
阜
農
林
高
校

に
１
勝
４
敗
と
敗
れ
、

ベ
ス
ト
32
で
夏
の
九
州

を
後
に
し
た
。

　

９
月
に
は
県
新
人
大

会
の
団
体
戦
、
個
人
選

手
権
、
個
人
体
重
別
100

㎏
級
、
100
㎏
以
上
級
の

タ
イ
ト
ル
を
制
覇
し
、

第
32
回
東
北
高
等
学
校

相
撲
選
抜
大
会
に
出
場

し
た
。
団
体
戦
は
ベ
ス

ト
８
に
終
わ
っ
た
も
の

の
、
個
人
選
手
権
に
お

い
て
は
、
と
も
に
植
物

科
学
科
１
年
の
小
笠
原

広
祐
（
鯵
ヶ
沢
中
出

身
）、
奈
良
悠
真
（
中

里
中
出
身
）
が
優
勝
、

準
優
勝
を
分
け
合
う
と

い
う
成
績
を
収
め
、
来

年
度
に
つ
な
が
る
素
晴

ら
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

今、大相撲・三農相撲部がアツい！今、大相撲・三農相撲部がアツい！母
校
三
農
に
凱
旋

　
　
　
新
十
両 

木
竜
皇
に
化
粧
ま
わ
し
贈
呈

新井田未徠さん（P3）
全国高等学校女子相撲選手権大会　優勝

主
な
大
会
結
果

主
な
大
会
結
果

大
相
撲
在
籍

本
校
卒
業
生一覧

大
相
撲
在
籍

本
校
卒
業
生一覧

　
四股名
部　屋
本　名
卒年度
学　科

番付(R7初)
令和7年度初場所成績

にしきふじ
錦富士
伊勢ヶ濱
小笠原 隆聖
平26
農業機械

前頭十七枚目
9勝6敗

きりゅうこう
木竜皇
立浪

坂本 博一
令2

農業経済
十両十二枚目
7勝8敗

かずと
一翔
立浪

藤田 一翔
令3

植物科学
幕下二十一枚目
2勝5敗

おおかりゅう
大花竜
立浪

山崎 勝磨
令元

環境土木
幕下十七枚目
4勝3敗

あんたいしょう
安大翔
安治川
鈴木 大和
令4

植物科学
幕下三十二枚目
5勝2敗

しょうたいむ
翔大夢
錣山
伊藤 寧
令2

農業経済
序二段五十二枚目
2勝1敗4休

農
は
素
早
い
カ
ウ
ン
タ
ー

か
ら
Ｍ
Ｆ
山
根
が
ゴ
ー

ル
を
決
め
２
対
１
。
こ

の
ま
ま
試
合
終
了
か
と

思
わ
れ
た
延
長
後
半
の

ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ

ム
に
八
学
光
星
が
得
点

を
決
め
、
再
び
同
点
と

し
決
着
は
Ｐ
Ｋ
戦
へ
。

　

両
チ
ー
ム
５
人
成
功

し
、
サ
ド
ン
デ
ス
方
式

へ
。
先
攻
の
八
学
光
星

７
人
目
が
失
敗
。
後
攻

の
三
農
７
人
目
と
な
る

西
山
が
キ
ッ
ク
を
成
功

さ
せ
、
長
く
熱
い
闘
い

は
終
止
符
を
打
ち
、
三

農
が
第
三
位
と
な
り
、

東
北
大
会
の
第
３
代
表

権
を
獲
得
し
た
。

　

県
高
校
総
体
４
連
戦

の
最
終
日
。
前
日
の
準

決
勝
で
互
い
に
敗
れ
、

東
北
大
会
出
場
権
を
か

け
た
三
位
決
定
戦
の
対

戦
相
手
は
、
県
新
人
大

会
と
同
じ
八
戸
学
院
光

星
高
校
。

　

三
農
は
主
将
沼
岡
を

中
心
と
し
た
気
迫
溢
れ

る
堅
い
守
備
と
、Ｆ
Ｗ

小
松
、
前
田
の
豊
富
な

運
動
量
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
。

　

一
瞬
の
隙
も
許
さ
れ

な
い
緊
迫
し
た
戦
い
が

続
き
、
０
対
０
の
ま
ま

試
合
は
延
長
戦
へ
突
入
。

　

延
長
前
半
７
分
、
つ

い
に
三
農
が
八
学
光
星

の
ゴ
ー
ル
を
こ
じ
開
け

る
。Ｍ
Ｆ
山
根
の
フ
リ
ー

キ
ッ
ク
か
ら
Ｄ
Ｆ
立
崎

が
頭
で
合
わ
せ
、先
制
。

延
長
後
半
６
分
、
同
点

に
さ
れ
ゲ
ー
ム
は
振
り

出
し
に
。
す
か
さ
ず
三

　

試
合
会
場
で
は
有
志

生
徒
・
教
職
員
が
バ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド
で
大
声
援

の
中
キ
ッ
ク
オ
フ
。

　

前
半
は
２
ト
ラ
イ
を

許
す
も
の
の
０
対
10
で

折
り
返
し
、
後
半
の
反

撃
を
期
待
し
会
場
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
。

　

後
半
開
始
直
後
に
ト

ラ
イ
と
キ
ッ
ク
を
決
め

ら
れ
た
が
、後
半
11
分
、

ゴ
ー
ル
前
モ
ー
ル
か
ら

相
手
を
押
し
込
み
、
３

年
武
部
が
つ
い
に
待
望

の
ト
ラ
イ
を
決
め
る
。

追
加
点
を
狙
っ
て
各
選

手
は
全
力
の
プ
レ
ー
を

見
せ
る
も
、
相
手
の
得

点
が
続
き
、
ノ
ー
サ
イ

ド
。
惜
し
く
も
準
優
勝

と
な
っ
た
。

　

10
月
27
日
、
青
森
市

の
新
青
森
県
総
合
運
動

公
園
球
技
場
で
行
わ
れ

た
第
104
回
全
国
高
校
ラ

グ
ビ
ー
大
会
県
予
選
会

決
勝
戦
は
、
大
会
６
連

覇
を
目
指
す
青
森
山
田

高
校
と
の
対
戦
と
な

り
、
残
念
な
が
ら
52
対

５
で
敗
れ
、
平
成
16
年

以
来
の
全
国
大
会
出
場

ま
で
あ
と
一
歩
だ
っ
た
。

　

一
週
間
前
に
行
わ
れ

た
準
決
勝
は
、
全
校
生

徒
・
教
職
員
も
会
場
入

り
し
、Ｏ
Ｂ
・
保
護
者
・

関
係
者
と
と
も
に
、
三

農
の
総
力
を
結
集
し
て

ま
さ
に
全
力
応
援
。

　

対
戦
相
手
の
青
森
北

高
校
に
は
、
６
月
の
県

高
校
総
体
準
決
勝
で
敗

れ
て
お
り
、
お
互
い
の

意
地
が
ぶ
つ
か
る
熱
戦

と
な
っ
た
。
前
半
、
青

森
北
に
１
ト
ラ
イ
と
１

Ｇ
を
決
め
ら
れ
先
制
さ

れ
る
。
同
27
分
、
三
農

は
Ｐ
Ｒ
下
澤
が
ト
ラ
イ

を
決
め
、
５
対
７
で
前

半
を
折
り
返
し
た
。

　

後
半
６
分
に
は
、Ｆ

Ｌ
武
部
が
左
隅
に
ト
ラ

イ
を
挙
げ
、
逆
転
に
成

功
し
た
。
後
半
は
三
農

が
ス
ピ
ー
ド
を
生
か

し
、ボ
ー
ル
を
支
配
し
、

15
対
７
で
２
年
ぶ
り
の

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

８年ぶり東北大会出場！
～県高校総体第３位、延長PK戦制す～

サッカー部 

全国花園予選準優勝！
～全校応援の準決勝、青森北に逆転勝利～

ラグビー部 

準
決
勝 

全
校
応
援

　
　
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

準
決
勝 

全
校
応
援

　
　
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

悲
願
へ
全
力
！

　
　
決
勝
戦
ラ
イ
ブ

悲
願
へ
全
力
！

　
　
決
勝
戦
ラ
イ
ブ

「
真
摯
敢
闘
」

　
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
闘
い

「
真
摯
敢
闘
」

　
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
闘
い

◎
陸
上
部

【
男
子
】

２
０
０
ｍ
決
勝

　

第
７
位　

三
國
峻
輔

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
男
子
】

１
回
戦

　

三
農
78―

59
青
森
北

２
回
戦

　

三
農
47―

129
八
学
光
星

【
女
子
】

２
回
戦

　

三
農
81―

60
青
森
南

３
回
戦

　

三
農
42―

70
青
森
山
田

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
男
子
】

１
回
戦

　

三
農
０―

２
八
工
大
一

【
女
子
】

１
回
戦

　

三
農
２―

０
三
本
木

２
回
戦

　

三
農
０―

２
黒
石

◎
卓
球
部

【
男
子
団
体
】

２
回
戦

　

三
農
３―

２
弘
前
工
業

３
回
戦

　

三
農
０―

３
八
学
光
星

　
　
　
　

（
ベ
ス
ト
16
）

【
女
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
１―

３
五
所
川
原
農
林

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
男
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
１―

２
下
山
学
園

【
女
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
１―

２
田
名
部

◎
サ
ッ
カ
ー
部

２
回
戦

　

三
農
４―

１
青
森
南

３
回
戦

　

三
農
３―

０
青
森
東

準
々
決
勝

　

三
農
１―

０
八
戸

県
高
校
総
体

結
果
一
覧

◎
サ
ッ
カ
ー
部

１
回
戦

　

三
農
１―

３
帝
京
安
積

　
　
　
　
　
　

（
福
島
）

◎
ラ
グ
ビ
ー
部

Ⅱ
部
１
回
戦

　

三
農
26―

28
盛
岡
工
業

　
　
　
　
　
　

（
岩
手
）

◎
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

【
男
子
団
体
】

　

ベ
ス
ト
８

【
女
子
団
体
】

　

ベ
ス
ト
８

◎
相
撲
部

【
団
体
】
３
位

【
個
人
】

　

５
位　

岡
崎
良
太
郎

【
個
人
体
重
別
】

80
㎏
級

　

３
位　

川
口
正
太
郎

100
㎏
級

　

２
位　

三
浦
孝
太

◎
馬
術
部

【
団
体
】　

障
害
飛
越　

第
３
位

　

立
崎
・
音
道
・
今

　

髙
島
・
中
村
・
小
笠
原

※

東
北
第
３
代
表
と
な

り
、
静
岡
県
御
殿
場
市

に
て
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
出
場
決
定

◎
ス
キ
ー
愛
好
会

【
男
子
回
転
・
大
回
転
】

　

出
場　

小
川
晶
平

【
女
子
回
転
】

　

第
15
位　

山
端
夏
明

【
女
子
大
回
転
】

　

第
12
位　

山
端
夏
明

東
北
高
等
学
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会

【
男
子
団
体
】

優
勝　

小
山
内
・
漆
坂
・

　
　
　

竹
内
・
柳
沢

【
男
子
個
人
】

　

１
位　

小
山
内
悠

　

５
位　

漆
坂　

築

東
北
選
抜
大
会
結
果

準
決
勝

　

三
農
０―

６
青
森
山
田

３
位
決
定
戦

　

三
農
２―

２

　

Ｐ
Ｋ
７―

６
八
学
光
星

◎
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

準
決
勝

　

三
農
０―

８
八
学
光
星

３
位
決
定
戦

　

三
農
０―

２
三
本
木

◎
ラ
グ
ビ
ー
部

２
回
戦

　

三
農
69―

０
八
工
大
一

準
決
勝

　

三
農
12―

33
青
森
北

３
位
決
定
戦

　

三
農
53―

７
八
学
光
星

　

《
東
北
大
会
出
場
》

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
男
子
団
体
】

２
回
戦

　

三
農
１―

３
野
辺
地
西

【
女
子
団
体
】

１
回
戦

　

三
農
３―

１
黒
石

２
回
戦

　

三
農
０―

３
東
奥
学
園

◎
相
撲
部

【
団
体
】
優
勝

【
個
人
】

　

２
位　

奈
良
悠
真

　

３
位　

川
口
正
太
郎

【
個
人
体
重
別
】

80
㎏
級

　

１
位　

川
口
正
太
郎

　

２
位　

佐
藤
啓
太

100
㎏
級

　

１
位　

三
浦
孝
太

100
㎏
以
上
級

　

２
位　

奈
良
悠
真

　

３
位　

中
村
悠
真

【
１
年
生
大
会
】

　

１
位　

奈
良
悠
真

　

２
位　

佐
藤
啓
太

【
女
子
個
人
】　

　

２
位　

新
井
田
未
徠

◎
剣
道
部

【
女
子
団
体
】

予
選
敗
退

　

三
農
１―

４
青
森
東

　

三
農
０―

５
東
奥
義
塾

◎
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

【
男
子
団
体
】

２
位　

漆
坂
・
竹
内
・

　
　
　

柳
沢
・
小
山
内

【
女
子
団
体
】

２
位　

三
角
・
小
向
・

　
　
　

花
岸
・
太
田

【
男
子
個
人
】

　

４
位　

漆
坂
築

【
女
子
個
人
】

　

３
位　

三
角
李
來

※

漆
坂
さ
ん
と
三
角
さ

ん
２
名
が
長
崎
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
へ
の
出
場
決
定
。

◎
馬
術
部

【
団
体
】

　

第
１
位　

三
本
木
農
業

　
　
　
　
　

恵
拓
高
校
Ａ

　

第
２
位　

三
本
木
農
業

　
　
　
　
　

恵
拓
高
校
Ｂ

【
個
人
】

ジ
ム
カ
ー
ナ

　

第
１
位　

工
藤
七
海

　

第
２
位　

上
澤
未
來

　

第
３
位　

田
島
陽
和

ク
ロ
ス
障
害
飛
越

　

第
１
位　

中
村
晴
香

　

第
２
位　

髙
島
つ
ぐ
み

標
準
障
害
飛
越

　

第
１
位　

音
道
皓
太

　

第
２
位　

小
笠
原
衣
織

◎
ス
キ
ー
愛
好
会

【
女
子
回
転
】

　

第
６
位　

山
端
夏
明

【
女
子
大
回
転
】

　

第
５
位　

山
端
夏
明

※

北
海
道
釧
路
市
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
へ
出
場
決
定
。

◎
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

（
長
崎
県
長
崎
市
）

【
男
子
個
人
】

　

79
位　

漆
坂　

築

　
　
　

（
普
通
科
２
年
）

【
女
子
個
人
】

　

88
位　

三
角
李
來

　

（
動
物
科
学
科
３
年
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
成
績

東
北
大
会
結
果



三　農　同　窓　会　報（1）　第57号 令和７年３月１日

発　　行　　所

十和田市大字相坂字高清水78-92

0176 (23) 5341

青森県立三本木農業恵拓高等学校

同窓会事務局

三　農　同　窓　会　報第57号 令和７年３月１日　（4）

〒039-2203 青森県上北郡おいらせ町一川目3丁目340
TEL：0178-52-6509（店舗）　FAX：0178-52-6525

加盟店
会員番号：02-017号

一般社団法人　　　　 Ⓡ

日本種苗協会

取締役会長　吉  田      譲
(昭和42年度 畜産科卒)

〒034-0001十和田市大字三本木字里ノ沢41 TEL.0176-51-4020  FAX.0176-51-5390
　　　　　　　　　　　営業時間：９：００～１８：００　定休日：毎月第２水曜日

ファーマーズ・マーケット

〒034-0081　青森県十和田市西十三番町4-28
TEL. 0176-23-0311　　FAX. 0176-24-1829

代表理事組合長

畠　山　　一　男
　　　　　 （昭和４8年度　畜産科卒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか役職員一同

〒033-0051 三沢市古間木二丁目181-13
TEL.0176-58-5354　FAX.0176-51-0339

〒033-0022 三沢市三沢字園沢219-427
TEL・FAX 0176-54-2507

支部長　　宮 古 健 一
（昭和45年度 畜産科卒）

三農同窓会 三沢支部（昭和34年度 農業土木科卒）
取締役会長　杉　村　陽太郎

自 然 と の 共 生 を 図 る

〒039-0201　　　　　　　　　　　　　　

青森県三戸郡田子町大字田子字七日市44番地

ＴＥＬ（0179）32ｰ2510

ＦＡＸ（0179）32ｰ4128

E-mail : Kamabuti@hi-net.ne.jp

壽

〒034-0052
青森県十和田市大字藤島字小山35-1　電話 0176-28-3148

代表取締役
（平成12年度 農業機械科卒）

谷　島　明　裕

ナチュラルファーム農業生産法人
有 限 会 社

お届けします、安心野菜。

代表取締役　山　本　政　義
（昭和50年度 園芸科卒）

〒039-2189 青森県上北郡おいらせ町青葉3丁目50-1641
TEL  0176-50-1850　FAX  0176-50-1855

Eメール  natural-f@k4.dion.ne.jp青森支店・八戸支店・盛岡支店・仙台支店・郡山支店・秋田営業所

本　　社　〒034-0001　青森県十和田市大字三本木字千歳森 357-1
　　　　　　　　　　　TEL 0176-23-4211  FAX 0176-23-4939
　　　　　　　　　　　https://www.marui-jk.co.jp

の
水
耕
栽
培
を
行
っ
て

い
る
会
社
へ
訪
問
し
、

ス
マ
ー
ト
農
業
や
農
業

経
営
に
必
要
な
知
識
と

信
条
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

有
機
栽
培
に
つ
い
て

は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
大
規

模
農
園
を
訪
れ
た
。
ほ

　

県
農
林
水
産
部
構
造

政
策
課
が
主
催
の
「
あ

お
も
り
農
業
グ
ロ
ー
バ

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
応

募
し
、
企
画
競
技
会
の

審
査
を
経
て
採
択
さ

れ
、生
徒
３
名
が
10
月
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
周
辺
に
５
泊
７

日
の
日
程
で
海
外
の
最

先
端
農
業
施
設
を
視
察

し
た
。
参
加
生
徒
は
、

植
物
科
学
科
２
年
の
本

間
紅
葉
さ
ん
、
佐
々
木

佳
乃
さ
ん
、
三
浦
陽
栞

さ
ん
の
３
名
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
で

は
、
ト
マ
ト
と
イ
チ
ゴ

場
で
は
数
十
種
類
を
作

付
け
、
リ
ス
ク
分
散
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

休
耕
地
の
設
定
や
た
い

肥
の
活
用
な
ど
、
自
然

と
調
和
し
た
農
業
を
実

践
し
て
お
り
、
持
続
可

能
な
農
業
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

　

ま
た
メ
ー
ル
花
市
場

を
訪
問
し
た
。
本
市
場

は
オ
ラ
ン
ダ
最
大
の
花

市
場
で
あ
る
。
搬
入
、

運
搬
、
搬
出
は
す
べ
て

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を

最
小
限
に
す
る
と
と
も

に
迅
速
な
流
通
に
つ
い

て
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

他
に
も
、
農
業
部
門

世
界
第
１
位
大
学
の
視

察
や
消
費
者
へ
自
然
農

法
や
流
通
を
指
導
す
る

会
社
な
ど
を
訪
問
し
た
。

ん
、
水
尻
秀
華
さ
ん
が

参
加
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
農
」や「
食
」を
学
ぶ
全

国
46
校
の
農
業
高
校
生

が
大
切
に
育
て
た
農
作

物
や
加
工
品
な
ど
を
自

ら
販
売
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
植
物
科

学
科
で
栽
培
・
管
理
さ

れ
て
い
る
白
米
「
ま
っ

し
ぐ
ら
（
２
合
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
入
り
）」。
食

品
科
学
科
か
ら
は
、
本

校
生
産
の
リ
ン
ゴ
各
品

種
で
製
造
さ
れ
た
リ
ン

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
と
米
み
そ

を
準
備
し
出
品
し
た
。

白
米
の
価
格
高
騰
が
世

間
を
賑
わ
せ
て
い
た
時

　

「
２
０
２
４
年
全
国

農
業
高
校
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
収
穫
祭
」
が
、

令
和
６
年
11
月
３
日
と

４
日
の
２
日
間
、
東
京

駅
に
隣
接
す
る
大
丸
東

京
店
お
よ
び
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｍ

Ａ
Ｒ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で

開
催
さ
れ
、
２
年
連
続

参
加
と
な
る
本
校
か
ら

は
、
食
品
科
学
科
２
年

生
の
西
野
み
い
な
さ

校
田
植
え
、
普
通
科
の

探
求
活
動
、
農
業
ク
ラ

ブ
県
大
会
の
実
施
、
海

外
研
修
な
ど
に
お
い
て

も
、
多
く
の
生
徒
た
ち

が
主
体
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
成
長
し
、
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
へ

と
育
っ
て
い
く
姿
に
大

き
な
希
望
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
生
徒
た

ち
が
部
活
動
、
農
業
ク

ラ
ブ
活
動
、
探
求
活
動
、

生
徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
資
格
取

得
な
ど
、
多
彩
な
取
り

組
み
に
挑
戦
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
努
力
が

評
価
さ
れ
る
機
会
も
多

く
、
表
彰
を
受
け
る
生

徒
が
数
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

生
徒
た
ち
の
可
能
性
を

ら
に
、
秋
の
新
人
戦
で

は
相
撲
部
が
県
大
会
優

勝
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

が
東
北
大
会
優
勝
、
ラ

グ
ビ
ー
部
が
花
園
全
国

大
会
県
予
選
で
準
優
勝

す
る
な
ど
、
目
覚
ま
し

い
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

他
に
も
県
ベ
ス
ト
８
に

入
る
部
活
動
や
吹
奏
楽

部
の
県
コ
ン
テ
ス
ト
金

賞
受
賞
な
ど
も
あ
り
、

各
部
活
動
が
日
々
の
練

習
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
は
非
常
に

頼
も
し
く
、
来
年
度
の

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
本
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
農

業
ク
ラ
ブ
青
森
県
大
会

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
や
意
見
発
表
、
平

板
測
量
競
技
、
家
畜
審

査
競
技
な
ど
計
６
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

８
月
に
秋
田
県
で
開
催

さ
れ
た
東
北
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
と
し
て
行
わ
れ

た
野
菜
苗
の
販
売
や
全

校
で
培
っ
た
経
験
と
知

識
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
み
始
め
て
お
り
、

私
た
ち
教
職
員
一
同
も

誇
ら
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

新
し
い
学
校
と
し
て
の

基
盤
も
整
い
、
生
徒
た

ち
が
多
方
面
で
力
を
発

揮
し
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
生
徒
た
ち

は
学
業
や
部
活
動
、
特

別
活
動
に
お
い
て
日
々

精
進
し
、
多
く
の
成
果

を
収
め
て
い
ま
す
。
部

活
動
で
は
、
高
校
総
体

に
お
い
て
相
撲
部
、
馬

術
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
が
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ

カ
ー
部
と
ラ
グ
ビ
ー
部

も
第
３
位
と
い
う
成
績

を
収
め
、
東
北
大
会
に

出
場
し
て
い
ま
す
。
さ

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
令
和

３
年
度
に
十
和
田
西
高

校
お
よ
び
六
戸
高
校
と

の
統
合
を
経
て
、
新
た

な
歩
み
を
始
め
て
か
ら

４
年
が
経
と
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
３
月

に
は
三
本
木
農
業
恵
拓

高
校
と
し
て
初
め
て
の

卒
業
生
を
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
卒
業
生
た
ち
は
、
本

２　特別会計

周年事業積立金 単位：円

項　　目

合　　計

令和５年度までの累計
令和６年度積立金
雑収入 預金利息

3,850,934
500,000

66
4,351,000

金　　額 備　　考

項　　目

支出の部 単位：円

１　一般会計

収　支 単位：円

収入の部 単位：円

自 令和  6年  4月  1日
至 令和  7年  3月31日

※各項目の流用を認める。

200,000
60,000
70,000
10,000
60,000

320,000
550,000
210,000

1,820,000
100,000
210,000
500,000
39,000

3,949,000

224,000
60,000
70,000
10,000
84,000

320,000
580,000
240,000

1,966,000
100,000
242,000
500,000
53,000

4,225,000

24,000
0
0
0

24,000
0

30,000
30,000

146,000
0

32,000
0

14,000
276,000

4,225,000 4,225,000 0
収入額 支出額 残　額

請求用紙、卒業ｱﾙﾊﾞﾑ他
各支部案内発送切手代他
会長名刺印刷代
会計係員手当
総会会場費他
各支部総会旅費他
各支部総会お祝他
同窓会報印刷・発送代他
香典、生花他
入会記念品1,100円×200人

５年度予算額 ６年度予算額 増減（△） 備　　考

項　　目

合　　計

合　　計

1,500,159

1,898,000

310,000
240,000

841
3,949,000

1,667,109

1,907,000

310,000
340,000

891
4,225,000

166,950

9,000

0
100,000

50
276,000

1・2学年@3,000円×369人
  3学年@4,000円×200人
支部からの本部運営協力金
同窓会報協賛広告料
預金利息

５年度予算額 ６年度予算額 増減（△） 備　　考

令和６年度　収支予算

繰 越 金

会 費

負 担 金
協 賛 広 告 料
雑 収 入

1 事 務 費
　イ 事務用品
　ロ 通 信 費
　ハ 印 刷 費
　ニ 報 償 費
2 会 議 費
3 旅　　　費
4 交 際 費
5 事 業 費
6 慶 弔 費
7 記 念 品 費
8 周年事業積立金
9 予 備 費

２　特別会計（周年事業積立金）

収　支 単位：円

収入の部 単位：円

3,850,934 0 3,850,934
収入額 支出額 残　額

項　　目

合　　計

令和４年度までの累計
令和５年度積立金
雑収入

3,350,848
500,000

152
3,851,000

3,350,848
500,000

86
3,850,934

0
0

△ 66
△ 66

預金利息

５年度予算額 ５年度決算額 増減（△） 備　　考

項　　目

支出の部 単位：円

１　一般会計

収　支 単位：円

収入の部

自 令和  5年  4月  1日
至 令和  6年  3月31日

単位：円

※各項目の流用を認める。

200,000
60,000
70,000
10,000
60,000

320,000
550,000
210,000

1,820,000
100,000
210,000
500,000
39,000

3,949,000

117,193
31,967
19,726
5,500

60,000
1,800

251,490
130,500

1,204,708
0

198,380
500,000

0
2,404,071

82,807
28,033
50,274
4,500

0
318,200
298,510
79,500

615,292
100,000
11,620

0
39,000

1,544,929

4,071,180 2,404,071 1,667,109
収入額 支出額 残　額

卒業アルバム他
各支部案内発送切手代他
名刺代
会計手当
役員会お茶代
本部役員会旅費他
各支部総会お祝、歓迎会等お祝
本部総会、会報印刷、発送料他

入会記念品
周年事業積立金へ

５年度予算額 ５年度決算額 残超（△） 備　　考

項　　目

合　　計

合　　計

1,500,159
1,898,000

310,000
240,000

841
3,949,000

1,500,159
1,901,000

240,000
430,000

21
4,071,180

0
3,000

△ 70,000
190,000
△ 820

122,180

支部からの本部運営協力金
同窓会報協賛金
預金利息他

５年度予算額 ５年度決算額 増減（△） 備　　考

令和５年度　収支決算報告

繰 越 金
会 費
負 担 金
協 賛 広 告 料
雑 収 入

1 事 務 費
　イ 事務用品
　ロ 通 信 費
　ハ 印 刷 費
　ニ 報 償 費
2 会 議 費
3 旅　　　費
4 交 際 費
5 事 業 費
6 慶 弔 費
7 記 念 品 費
8 周年事業積立金
9 予 備 費

東
京
支
部

　

９
月
１
日（
日
）ホ
テ

ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第

50
回
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
事
業
報
告
・
会
計

報
告
が
報
告
さ
れ
た
。

馬
場
支
部
長
よ
り

F
ou

n
d
er

（
創
設
者
）

称
号
新
設
と
授
与
に
つ

い
て
の
議
案
が
出
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
同
窓

会
50
年
の
歩
み
と
題
し

て
松
橋
事
務
局
長
よ
り

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
っ
た
。
総
会
終
了

む
つ
・
下
北
支
部

　

６
月
21
日（
金
）む
つ

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
て

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
事
業
報
告
、
収
支

決
算
の
報
告
、
事
業
計

画
案
、
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
提

案
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
参
加
者
が
高

校
時
代
の
思
い
出
な
ど

に
華
を
咲
か
せ
た
。

三
農
同
窓
会

　
支
部
総
会
報
告

し
、
澤
谷
議
長
は
解
任

さ
れ
た
。
松
山
副
同
窓

会
長
の
閉
会
宣
言
で
総

会
は
滞
り
な
く
終
了
し

た
。

　

引
き
続
き
16
時
か
ら

懇
親
会
と
同
期
会
が
開

催
さ
れ
た
。
同
期
会
は

昭
和
47
・
57
年
度
、
平

成
４
年
度
卒
業
生
が
参

加
し
、
同
級
生
や
学
級

担
任
と
の
久
々
の
再
会

に
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
た
。参
加
者
に
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り

（
２
合
）の
三
農
米
ま
っ

し
ぐ
ら
と
、「
三
農
魂
」

ロ
ゴ
入
り
タ
オ
ル
が
配

ら
れ
た
。

　

令
和
５
年
度
三
農
同

窓
会
報
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
よ
り
、
昨
年
度

の
協
賛
広
告
32
社
43
枠

の
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
対
す
る
感
謝
が

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活

動
制
限
が
大
幅
に
緩
和

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

本
会
報
も
昨
年
に
引
き

続
き
４
面
で
の
発
行
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

本
部
運
営
協
力
金
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
協

力
の
お
礼
と
、
引
き
続

き
本
部
へ
の
協
力
の
依

頼
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
支
部
組
織

運
営
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
に
住
所
等
の
デ
ー

タ
を
利
用
規
則
に
則
り

譲
渡
し
て
い
く
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。

　

各
支
部
か
ら
の
報
告

と
し
て
、
東
京
支
部
の

馬
場
支
部
長
よ
り
、
今

年
度
の
東
京
支
部
総
会

は
、
支
部
設
立
50
周
年

記
念
と
し
て
盛
大
に
執

り
行
い
た
い
と
の
お
知

ら
せ
が
あ
っ
た
。

　

田
子
支
部
の
栗
木
事

務
局
長
よ
り
こ
れ
ま
で

の
功
績
を
称
え
、
前
田

子
支
部
長
の
宇
藤
堅
一

氏
、
前
事
務
局
長
の
宝

田
喜
美
男
氏
を
永
年
勤

続
者
と
し
て
表
彰
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
提
案

が
あ
っ
た
。
議
事
に
諮

り
、
承
認
さ
れ
た
こ
と

を
う
け
、
２
名
の
代
理

と
し
て
藤
村
一
豊
支
部

長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

以
上
で
議
事
は
終
了

１
号
令
和
５
年
度
事
業

実
績
報
告
、
報
告
第
２

号
令
和
５
年
度
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
な
さ
れ
た
。
続

い
て
、
報
告
第
３
号
監

査
報
告
に
つ
い
て
、
監

事
の
前
山
敏
明
氏
か
ら

適
正
に
処
理
し
て
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
案
第
１
号
令
和
６

年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
事
務
局
が
説
明
、

主
な
事
業
に
つ
い
て
は

例
年
に
準
じ
て
行
う
こ

と
、
ま
た
議
案
第
２
号

令
和
６
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
の
説

明
が
事
務
局
よ
り
あ

り
、各
議
案
に
つ
い
て
、

異
議
な
し
で
了
承
さ
れ

た
。

　

令
和
６
年
６
月
８
日

（
土
）、
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル

と
わ
だ
に
お
い
て
、
65

名
の
参
加
者
の
元
、
令

和
６
年
度
三
農
同
窓

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

物
故
者
へ
の
黙
祷
の

あ
と
、
同
窓
会
副
会
長

松
山
氏
の
開
会
宣
言
、

斗
沢
栄
一
同
窓
会
長
、

小
泉
朋
雄
校
長
の
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
、
総

会
が
始
ま
っ
た
。
議
長

は
、
事
務
局
よ
り
副
会

長
澤
谷
則
雄
氏
の
提
案

が
あ
り
、
満
場
一
致
で

決
定
し
た
。
議
事
録
署

名
者
に
は
、
三
農
職
員

の
佐
々
木
篤
、
小
笠
原

潤
が
事
務
局
の
指
名
で

選
出
さ
れ
た
。
報
告
第

三農同窓会　Ｒ６役員
会　長　斗沢  栄一（切　田）
副会長　松山  和義（むつ・下北）
副会長　角　  光利（おいらせ）
副会長　冷水　  保（八　戸）
副会長　馬場  建一（東　京）
副会長　斉藤  重美（十和田湖）
副会長　澤谷  則雄（三本木）
監　事　前山  敏昭（四　和）
監　事　稲田  優憲（藤　島）

令和７年度　三農同窓会

総会・懇親会・同期会
令和7年6月7日（土）
サン・ロイヤルとわだ　
同期会　昭和48年度、昭和58年度、
　　　　平成5年度、平成15年度卒

受　付　15：30 ～
総　会　16：00 ～
懇親会　17：00 ～

同
窓
会事務

局
よ
り

　

令
和
７
年
度
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
３
年
代
に

加
え
、
今
年
40
歳
を
迎

え
る
平
成
15
年
度
卒
業

生
の
皆
さ
ま
に
も
事
務

局
よ
り
同
期
会
の
ご
案

内
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
同
級
生
に

も
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
６
年
春
の
叙
勲　

旭
日
単
光
章四

木　

豊
美

瑞
宝
単
光
章志

田　

賢
一

瑞
宝
双
光
章佐

藤　

憲
彦

令
和
６
年
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章木

村　

重
成

瑞
宝
単
光
章下

田　

裕
孝

令
和
６
年
青
森
県
褒
賞

宮
本
正
志
（
消
防
）

辻
村
勝
憲
（
統
計
）

後
に
は
懇
親
会
が
開
か

れ
、
永
く
同
支
部
の
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
池
畑

守
顧
問
と
田
高
正
光
氏

へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

た
。
併
せ
て
升
舘
廣
美

氏
に

F
ou

n
d
er

認
定

証
が
授
与
さ
れ
た
。

新
郷
支
部

　

１
月
25
日（
土
）え
び

す
屋
に
て
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
20
数
名
が
参

加
し
た
。
令
和
６
年
度

の
報
告
、
令
和
７
年
度

事
業
計
画
案
と
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
し
承
認

さ
れ
た
。

同
期
会
が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
し
ま
す

同
期
会
が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
し
ま
す

同
期
会
が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
し
ま
す

叙 

勲

令
和
６
年
度  

同
窓
会
総
会

令
和
６
年
度  

同
窓
会
総
会

懇
親
会
・
同
期
会
も
盛
大
に
開
催

懇
親
会
・
同
期
会
も
盛
大
に
開
催

さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
教
職
員
一
同
、

生
徒
た
ち
の
可
能
性
を

伸
ば
す
教
育
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
社

会
と
連
携
し
た
多
様
な

体
験
を
通
じ
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
か
ら
求
め
ら

れ
る
人
材
を
育
成
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
学

校
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
本
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

本
木
農
業
高
校
の
校
章

を
用
い
る
こ
と
と
し
、

新
た
な
解
釈
と
し
て
、

日
本
農
業
の
象
徴
で
あ

る
「
稲
穂
」、
十
和
田
西

高
校
、
六
戸
高
校
、
三

本
木
農
業
高
校
の
３
校

統
合
と
な
る
証
を
「
ク

ロ
ー
バ
ー
」
と
し
、
三

本
木
の
地
名
か
ら
三
角

形
を
ベ
ー
ス
の
デ
ザ
イ

ン
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

校
歌
は
普
通
科
と
農

業
科
の
融
合
し
た
新
た

な
高
校
を
開
校
す
る
に

あ
た
り
、
み
ん
な
が
元

気
に
口
ず
さ
め
る
よ
う

ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ
「
未

来
拓
創
」
を
定
め
、
校

歌
は
統
合
さ
れ
る
３
校

の
校
歌
を
引
き
継
い
で
、

式
典
等
で
は
今
ま
で
の

三
農
の
校
歌
と
ス
ク
ー

ル
ソ
ン
グ
を
斉
唱
し
て

い
ま
す
。

　

三
農
は
明
治
31
年
に

創
立
さ
れ
令
和
７
年
で

創
立
127
年
に
な
り
ま
す
。

創
立
130
周
年
記
念
行
事

は
令
和
10
年
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
記
念
事
業
等

と
い
う
と
私
は
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

各
支
部
総
会
に
出
席
し

た
会
員
の
皆
様
に
は
挨

拶
等
で
話
し
て
き
た
こ

と
で
す
。

　

時
代
の
変
遷
に
合
わ

せ
て
細
か
い
こ
と
は
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

学
校
の
歴
史
、
校
章
、

校
歌
に
つ
い
て
は
変

わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

歴
史
に
つ
い
て
は
、
学

校
が
統
合
さ
れ
る
と
閉

校
式
を
実
施
し
て
、
歴

史
は
０
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
す
が
、
三
農
は
今
ま

で
の
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

校
章
は
今
ま
で
の
三

物
科
学
科
、
環
境
工
学

科
、
食
品
科
学
科
に
普

通
科
２
ク
ラ
ス
を
加
え

て
５
学
科
６
ク
ラ
ス
で

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

農
業
高
校
に
ど
う
し
て

普
通
科
が
で
き
た
の
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
昭
和
23
年
４
月
１

日
～
昭
和
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
だ
け

で
し
た
が
、
普
通
科
が

存
在
し
て
い
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。

　

三
本
木
農
業
恵
拓
高

等
学
校
に
校
名
が
変

わ
っ
て
、
今
ま
で
の
三

農
と
何
が
変
わ
っ
た
か

　

三
農
同
窓
会
会
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
農
は
三
本
木
農
業

高
等
学
校
か
ら
令
和
３

年
４
月
１
日
に
三
本
木

農
業
恵
拓
高
等
学
校
に

校
名
が
変
わ
り
、
現
在

は
、
植
物
科
学
科
、
動

へ
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

同
窓
会
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
に
支
部
が
あ

り
、
１
年
に
１
回
各
支

部
の
総
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
三

本
木
農
業
恵
拓
高
等
学

校
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん

も
仲
間
を
誘
い
あ
っ
て

参
加
し
て
、
先
輩
の
皆

様
と
交
流
を
深
め
て
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

母
校
三
農
の
発
展
の
た

め
に
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
今
後
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

期
と
も
重
な
り
、
ペ
ッ

ト
米
は
早
い
時
間
帯
で

売
り
切
れ
。
他
の
商
品

も
２
日
目
の
午
前
に
は

完
売
し
、
大
好
評
で

あ
っ
た
。
中
に
は
初
日

に
購
入
し
、
翌
日
再
び

来
場
し
購
入
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
共
済
連

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
、
農
作
業
中
の

予
期
せ
ぬ
事
故
を
、
生

徒
が
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ

ト
を
着
用
し
て
疑
似
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
泉
校
長

　  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

担
当
教
科:

農
業

出　

身　

地:

南
部
町

（
旧
福
地
村
）

　

本
校
勤
務
は
３
度
目

と
な
り
、
農
業
経
済
科

主
任
、
進
路
指
導
主
事

な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

令
和
４
年
か
ら
２
年

間
名
久
井
農
業
高
校
校

長
を
務
め
、
令
和
６
年

４
月
よ
り
本
校
着
任
。

担
当
教
科:

数
学

出　

身　

地:

お
い
ら
せ
町

　
　
　
　
　

（
旧
百
石
町
）

　

田
名
部
高
校
教
頭
１
年
、
八

戸
中
央
高
校
教
頭
を
３
年
務

め
、
令
和
６
年
４
月
よ
り
本
校

へ
赴
任
。

　

三
沢
商
業
高
校
が
初
任
校
で
、
以
降
は
普
通
科
の

高
校
で
勤
務
し
た
。

　

岩
手
県
で
の
勤
務
経
験
も
あ
る
が
、
十
和
田
市
内

と
農
業
高
校
で
の
勤
務
は
初
で
あ
る
。

舘
教
頭
が
着
任

舘  

昌
章  

教
頭

全
国
農
業
高
校
収
穫
祭
に
出
品

農
産
物
の
流
通
・
販
売
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験

全
国
農
業
高
校
収
穫
祭
に
出
品

農
産
物
の
流
通
・
販
売
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験

生
徒
３
名
が
海
外
研
修
へ

あ
お
も
り
農
業
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

生
徒
３
名
が
海
外
研
修
へ

あ
お
も
り
農
業
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

三
農
恵
拓
　
令
和
６
年
度
の
活
躍

校
長
　
小 

泉
　
朋 

雄

校
名
変
更
に
よ
っ
て

何
が
変
わ
っ
た
の
か

三
農
同
窓
会
長
　
斗 

沢
　
栄 

一

～お気軽に同期会へのご参加を！
　　　 こんなメリットあります～
～お気軽に同期会へのご参加を！
　　　 こんなメリットあります～
～お気軽に同期会へのご参加を！
　　　 こんなメリットあります～
☆会場確保・予算・同級生への連絡など、
　幹事業務が必要ありません。
☆出欠確認・会計・司会進行などの当日の
　業務もありません。
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